
中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の

経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
〈
一
)

中

内

清

人

は
じ
め
に

一
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
の
組
織
化
〈
以
上
本
号
〉

二
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
と
経
済
計
画

一
二
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
の
経
済
的
位
置
・
役
割

む
す
び

lま

じ

め

中
小
企
業
は
独
占
資
本
主
義
に
お
い
て
基
本
的
に
は
、
社
会
的
分
業
の
一
環
を
担
い
国
民
経
済
の
不
可
欠
の
一
環
を
構
成
す
る
と
と
も

に
、
独
占
資
本
の
収
奪
対
象
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
〉

九
七



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
〉

九
八

本
稿
の
課
題
は
独
占
資
本
主
義
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
る
中
小
企
業
が
、
社
会
主
義
な
い
し
は
社
会
主
義
建
設

過
程
に
お
い
て
、
如
何
な
る
経
済
的
位
置
と
役
割
を
担
っ
て
い
る
か
を
、

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
の
実
際
に
即
し
て
知
る
こ
と
に

あ
る
。同

じ
く
社
会
主
義
建
設
過
程
に
あ
り
な
が
ら
も
、
歴
史
的
諸
条
件
(
例
え
ば
草
命
前
の
植
民
地
、
半
植
民
地
的
状
態
等
)
に
規
定
さ
れ

て
、
各
国
生
産
力
の
発
達
水
準
は
異
る
。
ま
た
社
会
主
義
建
設
の
為
の
主
導
的
理
論
に
よ
っ
て
、
経
済
的
中
央
統
制
の
程
度
・
計
画
に
お

け
る
市
場
機
構
の
位
置
づ
け
、
そ
の
他
種
々
の
点
に
お
い
て
相
違
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
相
違
に
よ
っ
て
、
中
小
企
業
の
各
国
で
の

再
生
産
構
造
に
お
け
る
位
置
・
役
割
ま
た
組
織
形
態
等
は
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
性
を
持
っ
て
い
る
。

ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
は
特
定
生
産
部
門
、
例
え
ば
石
油
採
取
部
門
に
お
い
て
は
地
下
七
、

C
C
0メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
採
掘

技
術
を
持
つ
な
ど
、
発
達
し
た
部
門
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
全
体
的
に
は
未
だ
農
業
国
か
ら
工
業
国
へ
と
発
展
を
遂
げ
た
ば
か
り
の
国

で
あ
る
。
ま
た
社
会
主
義
建
設
過
程
に
お
い
て
中
央
集
権
的
経
済
計
画
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ル
ー
マ
ニ
ア
の
実
際
を
も
っ

て
、
社
会
主
義
国
一
般
に
共
通
す
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
勿
論
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
社
会
主
義
建
設
過
程
な
い
し
は
社
会
主

義
に
お
い
て
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
の
各
国
に
共
通
す
る
経
済
的
役
割
・
位
置
が
あ
る
と
も
思
え
る
。
し
た
が
っ
て
種
々
の
要
因
に
規
定

さ
れ
て
特
殊
性
を
有
す
る
と
は
い
え
、
特
定
社
会
主
義
国
の
中
小
企
業
の
実
際
を
知
る
こ
と
は
、
資
本
主
義
に
お
け
る
、
し
か
も
日
本
と

い
う
特
殊
性
を
帯
び
て
い
る
資
本
主
義
に
お
け
る
、
中
小
企
業
に
つ
い
て
の
研
究
を
意
図
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
意
義
の
な
い

」
と
で
は
な
い
と
思
え
る
。

本
稿
で
使
用
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
予
め
次
の
点
に
つ
い
て
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
一
つ
は
本
稿
で
使
用
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
と
い
う
言
葉
は
厳
密
に
は
、
社
会
主
義
に
お
け
る
国
営
地
域
工
業
、
手
工
業
者
協
同



規模別・年次別・社会主義企業数(鉱工業〉

1195伴 11955年 11960年 11姉年 11967年
企業形態

i i if 
... 44 10 11 

- 50 
195 140 22 2 10 
... ... 4 ... ... 18 8 1 

種中 央目討企裏業書

... ... 126 64 49 

51-100 122 176 51 26 24 ... ... 27 2 1 ... ... 48 36 24 

地中 央域計企企 業
業
会

... -ー. 291 193 149 

101-200 218 218 121 90 79 ... ... 58 23 9 
協同組 ... ... 112 80 61 

地協中 央域同計組企合
合
業
業

... ... 589 484 478 

201-500 295 363 319 290 270 ... ..' 137 75 75 ... 133 119 133 

... ..' 351 403 432 

501-1000 171 221 247 272 291 ... ... 78 81 84 
協同組 ... ... 26 50 57 

官官童i
... ... 168 269 280 

1001-2000 95 138 153 238 233 ... ... 13 24 28 ... ... 2 7 19 

犬計企
21 25 52 80 99 

2001-3000 
地中域企業業

Aロ. 

21 25 51 78 97 
l 2 2 

協 同 組

地中 央域計企企 業業

13 16 21 46 54 

3001-5000 13 16 21 46 54 

協同組合

夫計企
7 9 16 23 23 

5001-
地中域企業業

J口L 

7 9 16 23 23 

協同組

労働 者数

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
乙
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中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

一0
0

組
合
、
個
人
的
手
工
業
経
営
者
そ
れ
に
家
内
労
働
者
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
必
ら
ず
し
も
、
中
小
の
企
業
規
模
を
示
す
も
の
と
は
な
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

Q

こ
れ
を
よ
り
詳
細
に
記
す
な
ら
ば
、

ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
一
九
四
八
年
以
降
企
業
の
固
有
化
が
行
わ
れ
た
。
鉱
工
業
企
業
は
、
中
央
省
庁

に
所
属
す
る
国
営
中
央
企
業
と
地
域
人
民
評
議
会
(
前
身
は
人
民
議
会
)
に
所
属
す
る
国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
、
個
人
的

手
工
業
経
営
者
そ
れ
に
家
内
労
働
者
の
う
ち
の
何
れ
か
に
編
成
さ
れ
た
。
国
有
化
後
の
一
九
五

O
年
、
そ
れ
に
一
九
五
五
年
時
、
労
働
者

数
二
、

0
0
0人
以
上
(
表
の
統
計
で
は
一
一
、

0
0
0人
以
下
の
規
模
は
不
明
)
の
企
業
は
国
営
中
央
企
業
の
み
で
あ
っ
た
。
だ
が
同
時

に
労
働
者
主

Q
人
以
下
の
小
規
模
な
国
首
中
央
企
業
も
多
数
存
在
し
て
い
る

〈表

l
y
ま
た
一
九
六

O
年
以
降
の
統
計
に
よ
る
と
、
国

営
地
域
企
業
に
も
一
一
、

0
0
0人
以
上
の
労
働
者
を
有
す
る
大
規
模
企
業
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
七
四
年
の
規
模
別
企
業
数

を
所
有
形
態
別
・
所
属
別
に
示
し
て
い
る
表
2
よ
り
明
ら
か
に
、
国
営
地
域
企
業
の
う
ち
労
働
者
一
一
、

0
0
0人
以
上
企
業
は
四
一
労
を

占
め
て
い
る
。
ま
た
国
営
地
域
企
業
に
労
働
者
二

O
O人
以
下
の
企
業
は
存
在
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
他
方
国
営
中
央
企
業
に
於
て
は
小

規
模
企
業
が
存
在
し
て
お
り
、
労
働
者
二

O
O人
以
下
規
模
の
国
営
中
央
企
業
の
全
国
営
中
央
企
業
に
お
い
て
占
め
る
割
合
は
一
コ
一
必
強

に
も
達
し
て
い
る
。
従
っ
て
本
稿
の
課
題
追
求
の
為
に
は
、
国
営
中
央
企
業
も
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
本
稿
で
は
国
営
中
央

企
業
の
考
察
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
国
営
地
域
企
業
に
つ
い
て
も
そ
の
考
察
が
中
小
規
模
企
業
に
隈
定
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

他
万
手
工
業
者
協
同
組
合
、
個
人
的
手
工
業
者
経
営
ち
ょ
び
家
肉
労
働
者
も
多
少
の
差
は
あ
れ
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
中
小
企
業
の
主
体
即
国
営
地
域
企
業
と
手
工
業
者
協
同
組
合
と
は
規
定
し
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
的
に
は
、
国
営
地
域
企
業

と
手
工
業
者
協
同
組
合
と
が
考
察
対
象
と
さ
れ
て
い
る
点
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

従
っ
て
本
稿
に
お
い
て
は
適
切

で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
中
小
企
業
と
い
う
名
称
の
下
に
、
国
営
地
域
企
業

Q
E
E
三
日
Z
S
H
U

円

H
o
m
s
c
、
手
工
業
者
協
同
組
合



所有形態別・所属別・規模別鉱工業企業数 (1974年〉

国 営
労働者数

地域企業 | 総計
中央企業 計

~ 200 164(13.1) 一〈一〉 164(12.1) 25( 7.1) 189(11.1) 

201~ 500 190(15.2) 4( 3.9) 194(14.3) 141(40.8) 335(19.7) 

501~1000 278(22.9) 11(10.8) 289(21. 4) 122(35.3) 411(24.2) 

1001~2000 325(26.0) 45(44.1) 370(27.3) 51(14.7) 421(24.8) 

200l~3000 152(12.2) 17(16.7) 169(12.5) 7( 2.0) 176(10.4) 

3001~5000 97( 7.7) 14(13.7) 111( 8.2) 一(ー〉 111( 6.5) 

5001~ 45( 3.6) 11(10.8) 56C 4.1) 一(ー〉 56( 3.3) 

計

表 2

| 1251(ω1叩100∞0.0の)1川叩問似2χ2(100
資料 Dire目cp泊aCe印nt仕ral孟de 5t凶atis凶tica孟An榔u即4ωα円問uSt“αtμistiた;cαal Reψpμ惨引叫4めbli化f匂ciiS，町tωf匂凶α'aliste

Romana 1975， 86-87ページ.第52，53表に算出

(
H
E
E
E
ω
8
0匂
耳
目
立
回
芯

5
8
Z哲
也

B
g
g
)、
個
人
的
手
工
業
経
営
者
、

家
内
労
働
者
が
考
察
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
先
ず
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
ニ
点
は
、
中
小
企
業
と
い
う
言
葉
は
独
占
資
本
と
の
関
係
に
お
い
て
使
用
さ

れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
占
資
本
の
存
在
し
な
い
社
会
主

義
に
お
い
て
こ
の
言
葉
を
用
い
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

尚
、
企
業
規
模
は
生
産
規
模
を
必
ら
ず
し
も
示
し
て
い
な
い
。
各
企
業
民
は
そ

れ
ぞ
れ
生
産
単
位
・
事
業
体
が
所
属
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
中
小
企
業
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
が
、

本
稿
で
は
革
命
前
と
後
の
関
連
を
も
考
え
て
こ
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

尚
、
対
象
と
し
た
部
門
は
主
と
し
て
製
造
業
を
念
頭
に
お
い
た
。
し
か
し
使
用

し
た
統
計
書
で
日
早

5q-o
と
い
う
項
目
に
製
造
業
の
み
な
ら
ず
一
部
の
採
取
業

(
採
石
、
石
炭
・
石
油
採
取
業
等
)
が
含
ま
れ
て
お
り
、
分
離
は
困
難
で
あ
る
。

従
っ
て
本
稿
で
企
業
と
い
う
ば
あ
い
は
原
則
と
し
て
製
造
業
と
一
部
採
取
業
と
を

含
ん
で
い
る
。

ま
た
、
考
察
の
時
期
は
ほ
ぼ
一
九
七
五
年
迄
と
し
た
。

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
〈
一
)

。



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

。

一
、
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
組
合
の
組
織

H 

革
命
後
ル
ー
マ
ニ
ア
の
中
小
企
業
を
直
接
間
接
大
き
く
規
定
し
た
要
因
の
な
か
に
は
、

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
高
度
経
済
成
長
と
急
速

な
重
化
学
工
業
化
を
掲
げ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

(
註
)

革
命
前
ル
ー
マ
ニ
ア
の
産
業
構
造
の
基
本
的
特
質
は
、
植
民
地
的
・
非
自
立
的
構
造
に
あ
っ
た
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

産
業
構
造
を
独
立
的
・
自
立
的
な
構
造
に
編
成
し
て
い
く
こ
と
が
、
革
命
後
経
済
上
至
上
の
政
策
で
あ
っ
た
と
思
え
る
。
こ
の
故
政
治
的

-
経
済
的
自
立
達
成
の
前
提
と
な
る
が
ご
と
き
再
生
産
構
造
を
確
立
す
る
為
に
、
そ
の
当
否
を
論
ず
る
こ
と
は
本
稿
の
課
題
外
で
あ
る

が
、
生
産
手
段
生
産
部
門
へ
の
投
資
が
優
先
的
に
行
わ
れ
た
。

か
く
し
て
各
部
門
の
「
多
面
的
」
な
経
済
発
展
政
策
が
推
進
さ
れ
た
。
中

小
企
業
政
策
も
こ
の
基
本
路
線
に
直
接
間
接
規
定
さ
れ
実
施
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

(
註
)
一
九
一

0
年
代
に
お
い
て
ル
ー
マ
ニ
ア
の
重
工
業
は
、
小
規
模
な
圏
内
投
資
財
需
要
の
一
O
%
を
満
し
う
る
の
み
で
あ
っ
た

Q

ま
た
一
九
O
六

年
に
創
設
さ
れ
て
以
来
急
速
に
発
展
し
た
と
い
わ
れ
る
繊
維
産
業
も
、
第
一
次
大
戦
前
園
内
消
費
量
の
一
二
銘
を
供
給
し
う
る
の
み
で
あ
っ
た

(
L

-
T
・
べ
レ
ン
ド
、

G
・
ラ
l
ン
キ
共
著
、
南
塚
信
吾
監
訳
『
東
欧
経
済
史
』
、
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
七
八
年
、
一
七
三
ペ
ー
ジ
)
。
ル
ー
マ
ニ

ア
経
済
に
対
す
る
外
国
資
本
の
支
配
力
は
大
き
く
、
二
O
世
紀
初
頭
の
ル
ー
マ
ニ
ア
工
業
に
於
け
る
株
式
の
九
二
%
は
外
国
人
の
所
有
で
あ
っ
た
@

第
一
次
大
戦
前
に
於
て
も
そ
の
比
率
は
八
O
M
m
を
下
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
外
国
資
本
は
(
ル
ー
マ
ニ
ア
経
済
の
自
立
的
方
向
へ
の
発
展
を
も
た
ら

す
こ
と
な
く
〉
ル
ー
マ
ニ
ア
を
投
資
国
に
対
す
る
原
料
供
給
国
と
し
て
の
地
位
に
緊
縛
す
る
も
の
で
あ
っ
た
(
向
、
一
二
六
ペ
ー
ジ
)
。
外
資
は
原

料
部
円
以
外
に
も
投
下
さ
れ
、
ガ
ス
、
電
気
等
の
部
門
を
も
支
配
し
て
い
た
ハ
南
塚
信
吾
『
東
欧
経
済
史
の
研
究
』
一
九
七
九
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書



房
、
三
四
九
ペ
ー
ジ
)
。
こ
の
結
果
当
時
の
ル
ー
マ
ニ
ア
の
輸
入
額
中
完
成
品
の
割
合
は
七
五
%
で
あ
り
、
輸
出
額
中
農
産
物
の
占
め
る
率
は
七

O

%
で
あ
っ
た
@
こ
の
よ
う
な
貿
易
構
造
は
第
一
次
大
戦
迄
基
本
的
に
変
化
し
な
か
っ
た

(
L
-
T
・
ペ
レ
ン
ド
、

G
-
ラ

i
ン
キ
共
著
、
南
塚
訳
、

前
掲
、
一
八

0
ペ
ー
ジ
)
。

両
大
戦
聞
の
東
欧
諸
国
に
於
て
は
、
繊
維
工
業
が
発
展
し
、
軽
工
業
部
門
に
於
い
て
食
品
工
業
の
比
率
の
み
極
端
に
高
い
と
い
う
不
均
衡
は
是
正

さ
れ
る
傾
向
は
あ
っ
た
@
し
か
し
重
工
業
部
門
の
機
械
工
業
等
は
ほ
と
ん
ど
発
展
を
示
さ
ず
、
産
業
構
造
全
体
の
部
門
間
不
均
衡
は
是
正
さ
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
(
向
、
三
六
四
ペ
ー
ジ
)
。

一
九
四

0
年
代
の
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
石
油
と
穀
物
を
供
給
す
る
よ
う
強
要
さ
れ
た
。
こ
の
下
で
ル
ー
マ
ニ
ア
の
交
易
条
件
は

悪
化
し
た
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
輸
出
品
価
格
は
大
戦
中
二
一
三
%
上
昇
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
他
方
ド
イ
ツ
か
ら
の
輸
入
品
価
格
は
六
一
四
勿
も
上
昇

∞

し

た

(

同

、

三

九

七

ペ

ー

ジ

)

@

m

勿
論
生
産
力
の
発
展
は
み
ら
れ
る
@
一
九
二

0
年
代
か
ら
三

0
年
代
の
企
業
数
(
一
定
規

模
以
上
)
と
動
力
数
は
表
4
の
通
り
で
あ
る
@
ル
ー
マ
ニ
ア
に
於
け
る
機
械
化
の
急
速
な
進

展
は
二

O
世
紀
初
頭
か
ら
見
ら
れ
る
@
産
業
革
命
の
規
定
は
と
も
あ
れ
、
先
に
引
用
し
た

I

-
T
・
べ
レ
ン
ド
、

G
-
ラ
l
ン
キ
は
こ
れ
を
も
っ
て
ル
ー
マ
ニ
ア
に
於
け
る
産
業
革
命
の

開
始
と
し
て
い
る
(
問
、
一
七
三
ペ
ー
ジ
)
。
ま
た
ル
ー
マ
ニ
ア
に
於
け
る
最
初
の
カ
ル
テ

ル
は
一
八
九
五
年
製
粉
業
で
、
続
い
て
砂
糖
工
業
、
製
紙
業
、
セ
メ
ン
ト
工
業
、
ガ
ラ
ス
工

業
で
形
成
さ
れ
、
最
後
に
石
油
工
業
で
形
成
さ
れ
た
。
し
か
し
強
力
な
独
占
は
鉱
油
、
砂
糖

等
二
、
三
の
部
門
で
み
ら
れ
た
の
み
で
あ
り
、
独
占
の
意
義
を
過
大
評
価
し
て
は
な
ら
な
い

〈
岡
、
二

O
六
ペ
ー
ジ
)
。
ま
た
第
一
次
大
戦
の
数
年
前
に
は
外
国
資
本
の
支
配
外
に
あ
っ

た
大
工
場
に
関
し
て
、
銀
行
の
主
導
下
で
の
産
業
資
本
と
銀
行
資
本
と
の
密
接
な
関
係
が
形

成
さ
れ
た
(
向
、
二

O
七
ペ
ー
ジ
)
。
三

0
年
代
ル
ー
マ
ニ
ア
で
の
銀
行
資
本
の
集
積
は
激

し
く
、
五
大
銀
行
は
全
銀
行
資
本
の
五

O
M以
上
を
支
配
す
る
迄
に
な
り
ハ
一
九
三
九
年
)
、

ル
ー
マ
ニ
ア
の
三
銀
行
は
、
木
材
、
繊
維
、
植
物
油
、
機
械
、
食
品
工
業
な
ど
に
わ
た
る
コ

ン
ツ
ェ
ル
ン
を
形
成
し
た
。
主
要
大
銀
行
は
ヱ
業
会
社
株
式
資
本
の
四
七
%
を
、
鉄
、
金
属

1930 

ルーマニア 14.32 35.75 26.22 

イ ギ ス 16.85 20.62 

イギリス・オランダ 8.75 10.10 16.21 

ア メ カ 3.32 9.29 10.10 

ド イ ツ 64.32 0.38 

フ フ ン ス 4.31 16.35 15.99 

そ 1)) 他 4.98 11. 66 10.48 

石油業に対する外国資本の支配(銘〉

|附 11921 1 

表 3

|100.001 100.001 

資料 Econo明 iaRominiei intre anii 1944-1959， 

CBucre~ti ， 1959) 

計

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
ハ
一
)

一O
三



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
〉

工
業
会
社
株
式
資
本
の
六
七
泌
を
、
建
設
業
で
は
六

O
Mを
支
配
す
る
に
至
っ
た
(
同
、

三
七
七
ペ
ー
ジ
)
。

革
命
の
後
も
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
休
戦
協
定
に
よ
っ
て
ソ
同
盟
に
賠
償
支
払
の
義
務
を
負

ぃ
、
そ
の
総
額
の
五
五
Mm
を
石
油
お
よ
び
石
油
製
品
で
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。
賠
償
額
と

し
て
一
九
四
六
四
七
年
に
は
国
家
予
算
の
三
人
労
が
、
一
九
四
七
|
四
八
年
に
は
四
八
銘

が
、
国
民
所
得
の
一
四
1

五
Mm
が
あ
て
ら
れ
た
(
向
、
四
二
三
ペ
ー
ジ
)
。

賠
償
支
払
い
は
鉱
工
業
製
品
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
重
い
賠
償
負

担
が
賠
償
国
の
急
速
な
復
興
要
因
と
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
(
同
、
四
二
四
ペ
ー
ジ

Y
し
か

し
経
済
復
興
に
対
し
て
不
利
に
作
用
し
、
重
要
資
源
を
奪
っ
た
(
同
、
四
二
三
一
ペ
ー
ジ
)

こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
ろ
う
@

ま
た
ポ
ツ
ダ
ム
会
議
に
於
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
領
内
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
の
資
産
と
投
資
は
ソ

同
盟
が
所
有
す
る
よ
う
決
議
さ
れ
た
。
ソ
同
盟
は
こ
れ
を
廷
子
に
し
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
主

要
な
原
料
工
業
の
重
要
な
株
式
所
有
者
と
な
っ
た
。
ま
た
、
合
弁
の
銀
行
・
航
空
・
海
運
・

保
険
会
社
以
外
に
、
鉄
・
金
属
生
産
、
採
炭
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
採
取
等
に
於
て
も
、
ソ

連
・
ル
ー
マ
ニ
ア
共
同
事
業
が
お
こ
さ
れ
た
(
同
、
四
二
五
ペ
ー
ジ
)
。
こ
れ
ら
が
革
命
後
の
ル
ー
マ
ニ
ア
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

ソ
連
・
ル
ー
マ
ニ
ア
合
弁
企
業
(
ソ
ヴ
ロ
ム
)
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
富
を
ソ
同
盟
が
収
奪
す
る
為
の
パ
イ
プ
で
あ
っ
た
と
い
う
周
知
の
評
価
も
勿

論
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
ソ
同
盟
が
ソ
ヴ
ロ
ム
か
ら
手
を
引
き
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
ソ
同
盟
に
よ
る
直
接
的
経
済
支
配
下
か
ら
脱
却
し
た

の
は
一
九
五
四
年
ハ
ソ
連
軍
が
立
去
っ
た
の
は
一
九
五
八
年
〉
で
あ
っ
た
。
だ
が
ソ
同
盟
に
よ
る
ル
ー
マ
ニ
ア
経
済
へ
の
支
配
傾
向
は
続
い
た
。

革
命
後
ル
ー
マ
ニ
ア
に
於
て
重
化
学
工
業
化
推
進
政
策
が
妥
当
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
っ
た
。

例
え
ば
革
命
後
ル
ー
マ
ニ
ア
国
内
に
於
て
「
反
動
諸
政
党
は
、
重
工
業
を
優
先
発
展
さ
せ
る
工
業
化
に
は
反
対
し
、
工
業
化
の
推
進
は

ρ
わ
が
国

の
存
立
条
件
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
u

と
し
て
反
対
し
続
け
た
し
(
ア
ン
ド
レ
イ
・
オ
ツ
ェ
テ
ァ
編
、
鈴
木
四
郎
・
鈴
木
学
訳
『
ル
ー
マ
ニ
ア

史
凶
』
、
一
九
七
七
年
、
低
文
社
、
一
ニ
ゴ
一
ペ
ー
ジ

Y
こ
の
際
の
国
内
に
於
け
る
議
論
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

HP 
1，000レイ

1921 2741 2，837，298 481，115 

1930 3646 40，590，930 492，715 
1931 3524 40，549，182 498，059 

1932 3557 39，904，283 514，745 

1933 3487 39，812，220 529，968 
1934 3510 40，924，325 558，468 

1935 3613 41，841，375 582，946 

1936 3553 42，494，223 579，543 

製造業企業数・資本額・動力数

|資本|企 業 数

制
一

l年

一O
囚

資料 AnuarulStatistic al Romaniei (1939 

# 1940) 



こ
の
よ
う
な
反
動
諸
政
党
に
対
し
て
、
一
九
四
五
年
一

O
月
一
六
日
か
ら
一
一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
党
全
国
会
議
に
於
て
ル
ー
マ
ニ
ア
共
産

党
は
「
国
民
経
済
の
再
建
は
経
済
一
般
の
発
展
の
基
礎
と
し
て
重
工
業
を
優
先
さ
せ
つ
h

工
業
の
回
復
と
拡
大
」
(
岡
、
三

O
六
ペ
ー
ジ
)
を
は
か

る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。

他
の
よ
り
重
要
な
議
論
は
経
済
相
互
援
助
会
議
(
コ
メ
コ
ン
)
加
盟
国
と
ル
ー
マ
ニ
ア
と
の
間
で
一
九
六

0
年
代
に
行
わ
れ
た
議
論
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ソ
同
盟
は
コ
メ
コ
ン
を
単
な
る
協
議
機
関
か
ら
超
国
家
的
機
関
・
単
一
計
画
機
関
へ
の
改
編
を
は
か
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
社
会
主
義

諸
国
間
の
国
際
分
業
化
と
専
門
化
と
の
推
進
を
意
図
し
た

Q

こ
の
ソ
同
盟
案
に
、
東
欧
諸
国
内
で
の
先
進
工
業
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
(
東

ド
イ
ツ
)
や
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
賛
意
を
示
し
た
。
一
九
六
二
年
六
月
「
社
会
主
義
国
際
分
業
の
基
本
原
則
」
が
コ
メ
コ
ン
に
於
て
採
択
さ
れ

た
@
こ
の
「
原
則
」
は
ル
ー
マ
ニ
ア
を
コ
メ
コ
ン
内
部
に
於
け
る
農
業
国
・
原
料
供
給
国
と
し
て
の
地
位
に
お
し
と
ヌ
め
る
危
険
性
を
有
し
て
い
た

の
み
な
ら
ず
、
ル
ー
マ
ニ
ア
領
土
の
分
割
案
と
す
ら
結
合
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ル
ー
マ
ニ
ア
は
一
貫
し
て
、
完
全
な
権
利
の
平
等
、
主
権

・
国
益
の
尊
重
、
相
互
利
益
・
相
互
援
助
、
二
国
間
な
い
し
多
国
間
に
よ
る
計
画
の
調
整
を
主
張
し
、
こ
の
「
原
則
」
に
反
対
し
た
。
ル
ー
マ
ニ
ア

共
産
党
は
一
九
六
四
年
「
国
際
共
産
主
義
者
お
よ
び
労
働
者
運
動
の
諸
問
題
に
対
す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
労
働
者
党
の
立
場
に
関
す
る
宣
一
一
z

己
(
笹
本
駿

二
・
加
藤
雅
彦
編
司
東
欧
の
動
乱
』
、
一
九
七
三
年
、
平
凡
社
、
二
六
一
ペ
ー
ジ
以
降
抄
訳
を
参
照
〉
、
い
わ
ゆ
る
『
権
利
宣
言
』
を
決
議
し
、
自
ら

の
立
場
を
よ
り
鮮
明
な
も
の
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
ル
ー
マ
ニ
ア
の
重
化
学
工
業
化
の
た
め
に
は
、
革
命
前
は
勿
論
革
命
後
に
於
て
も
、
経
済
的
に
の
み
な
ら
ず
政
治
的
に
も
、
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
し
て
い
た
。

こ
の
意
図
の
下
に
行
わ
れ
た
重
化
学
工
業
部
門
、
生
産
手
段
生
産
部
門
に
対
す
る
優
先
的
投
資
の
実
態
と
そ
の
結
果
を
簡
単
に
見
て
お

こ
う
(
表

5
・
表

6
・
表

7
・
表

8
)。

生
産
手
段
生
産
部
門
へ
の
投
資
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
国
民
所
得
(
物
的
生
産
に
伴
う
所
得
の
み
)
に
占
め
る
投
資
額
(
非
産
業
部
門
を
も
含
む
)
の
比
率
を
年
次
別
に
み
よ
う
。

九
五
一

i
五
五
年
日
二
四
・
三

Mm
、

一
九
五
六

t
六

O
年
日
一
七
・
一

M
、

一
九
六
一
年

t
六
五
年
H
二
五
・
五

Mm
、

一
九
六
六

i
七

O

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

一O
五



一O
六

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

1950~ 
1965 

366，540 

1965 1950 

46，711 
(741) 

鉱工業部門 (B) 7，685 
(4 711ω|… (100) (279) 8) I (808) 

生産手段生産部門(C) 2，372 6，387 9(4，92 94 20， 134 152，870 
(100) (269) 1) (849) 

うち国営 (D) 2，372 6，384 9，992 20，129 152，819 

消費資料生産部門(E) 379 1， 298 1，777 2，088 20，482 
(100) (342) (469) (551) 

うち国営 (F) 375 1，216 1，721 1，971 

l M 1 5 2 7 1 4 2 81476|  
86.2 I 83. 1 I 84. 9 I 90. 6 I 

132  I 145 I 172 I 373 I 
資料 Investitii Const問 ctiiin Repulica 50口ialistaRo附 ania，(Bucure号ti，1966) 

35ページ， 66-67ページ及び78-79ページより作成。尚 (A)項目には全産業部

以外に，非産業部門である教育，文化，科学，医療等諸機関諸経費等をも含む。

6，304 
(100) 

部門別・年次別投資額(100万レイ〉

|1955 I 1960 I 
|1458512712| 

(231) I (436) 
門 (A)部全

47.3 

88.2 

(B) / (A) (%) 
(C) / (B) (%) 

2，669 非農業生産協同組合

年
H

二
九
・
五
Mm
、

一
九
七
一

t
七
四
年
日
一
二
三
-
一

Mm
で
あ
っ

た
(
表
1
の
資
料
よ
り
)
。

こ
の
高
率
の
投
資
の
う
ち
、
五

O
%近
く
が
鉱
工
業
生
産
部
門

に
投
資
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
鉱
工
業
生
産
部
門
に
対
す
る
投
資
の

う
ち
、
九

O
M近
く
が
生
産
手
段
生
産
部
門
に
対
し
て
な
さ
れ
て

い
る
。
消
費
資
料
生
産
部
門
に
対
す
る
投
資
は
鉱
工
業
生
産
部
門

に
対
す
る
投
資
額
中
の
一

O
%強
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
部
門
別
投
資
額
増
加
率
も
重
化
学
工
業
優
先
政
策
を
示
し

て
い
る
。

一
九
五

O
年
に
比
し
一
九
六
五
年
の
投
資
総
額
は
、
人
王

部
門
で
は
七
・
四
倍
、
消
費
資
料
生
産
部
門
に
お
い
て
は
五
・
五

倍
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
し
、
生
産
手
段
生
産
部
門
に
対
す
る
投
資

額
は
こ
の
期
間
に
八
・
五
倍
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
高
率
投
資
を
背
景
と
し
て
、
各
部
門
は
高
い
成
長
率
を
示

し
た
。
特
に
生
産
手
段
生
産
部
門
の
成
長
率
は
高
か
っ
た
。

九

六
五
年
の
生
産
額
を
一
九
五

O
年
の
そ
れ
と
対
比
す
る
と
、
こ
の

一
五
年
間
に
生
産
手
段
生
産
部
門
で
は
八
・
二
倍
に
増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
消
費
資
料
生
産
部
門
の
そ
れ
は
四
・
六
倍
で



鉱工業生産部門別・成長率・構成及び就業者構成率

1 1938-i 1948J1~5~IX9~~19ioI 1979 

可|25い。
3971 1， 5001 4， 400 

部門別成長率
277 7281 1，700 

両 部

10 3401 1，100: 3，100 

生一部門ペペベベ | 62. 91 70. 51 73. 7 

部門別構成
消費一門ペペペ 4015l37.01 29.51 26.3 

計 1100.0¥ 100.0¥ 100.0¥ 100.0¥ 100.01100.0 

34.7 

30.7 
l鉱工業部門2)川| | lペ臼
農 業 部 門3)汁1 ….日叶.イ….日イ.1 7日4.1引16白5.41i 

註 1) 上段は1955年の価格によって算出。下段は1963年の価格によって算出

2) 鉱工業部門就業者構成率=鉱工業部門就業者/全就業者

3) 農業部門就業者構成率=農業部門就業者/会就業者

資料 Directia CentraI邑 deStatistic邑AnuarulStatistic al Republicii Socialiste 

Romania 1975 

表 B

就業者構成率

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
乙 あ

る
に
過
ぎ
な
い
。
同
期
間
に
鉱
工
業
部
門
は
六
・

五
倍
の
成
長
率
を
示
し
た
。

一
九
五

O
年
か
ら
一
九

七
九
年
迄
の
約
三

0
年
間
に
生
産
手
段
生
産
部
門
の

生
産
額
は
約
四
四
倍
増
加
し
、
消
費
資
料
生
産
部
門

の
そ
れ
は
約
一
七
倍
増
加
し
た
。
こ
の
結
果
、
生
産

手
段
生
産
部
門
と
消
費
資
料
生
産
部
門
と
の
聞
の
生

産
額
比
率
は
大
き
く
変
化
し
た
(
表
6
Y

一
九
三
八

年
生
産
手
段
生
産
部
門
の
生
産
額
は
四
五
・
五
Mm

(
こ
の
比
較
的
高
い
比
率
の
中
に
は
石
油
生
産
額
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
)
で

あ
っ
た
。
革
命
後
そ
の
比
率
は
一
貫
し
て
増
加
し
て

い
る
。

一
九
七

0
年
代
に
は
七

O
Mを
超
過
し
て
い

る
。
生
産
品
目
別
に
見
る
と
変
化
の
内
容
は
よ
り
明

白
と
な
る
。
革
命
前
と
革
命
後
を
対
比
し
て
大
き
く

相
違
し
て
い
る
点
は
、
石
油
等
燃
料
と
食
品
の
比
率

の
減
少
と
、
機
械
・
金
属
加
工
、
化
学
、
鉄
鋼
等
の

比
率
の
増
加
で
あ
る
(
表

7
Y

一O
七
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八

し
か
し
な
が
ら
、
問
題
が
解
決
し
て
い

る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
顕
著
な
表
現
は
貿

易
構
造
に
み
ら
れ
る
(
表
8
Y

優
先
的
に
重
化
学
工
業
に
投
資
を
行
う

過
程
で
、
機
械
、
金
属
等
の
輸
入
を
必
要

と
し
た
こ
と
も
要
因
と
な
り
、
機
械
・
金

属
、
原
燃
料
等
に
お
い
て
は
入
超
で
あ

る
。
他
方
農
業
生
産
物
や
軽
工
業
品
で
あ

る
食
糧
・
食
料
品
、
繊
維
、
雑
貨
等
の
斡

出
が
こ
れ
を
補
っ
て
い
る
。
後
発
国
た
る

こ
と
を
示
す
貿
易
構
造
と
い
え
よ
う
。
こ

れ
と
と
も
に
、
外
貨
問
題
が
重
要
な
経
済

問
題
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
中
小
企
業
を
多
く
そ
の
中
に

含
ん
で
い
る
食
品
工
業
、
繊
維
・
雑
貨
部

門
の
工
業
が
、
戦
後
ル
ー
マ
ニ
ア
経
済
に

お
い
て
、
如
何
な
る
位
置
を
占
め
如
何
な
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商品別貿易収支 (1973年〉表 8

出

山 17.71

入輸出輸

機械・器具・運輸機械

燃料，鉱物，金属

化学製品，肥料，ゴム

建設材及び付属品
非食品原料及び加工品(他項目に含まれな
いもの〉
食糧・食料品

その他消費財(繊維・雑貨等〉

計

る
役
割
を
果
し
て
来
た
か
、
ま
た
呆
し
て
い
る
か
、
そ
の
基
本
的
役
割
の
一
部
は
こ
の
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
き
諸
特
質
よ
り
明
ら
か
に
、
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
中
小
企
業
は
、
部

門
聞
の
不
均
衡
な
植
民
地
型
産
業
構
造
の
低
生
産
力
水
準
の
状
態
か
ら
、
急
速
に
重
化
学

工
業
化
を
推
進
し
、
し
か
し
未
だ
外
貨
問
題
を
重
要
な
経
済
問
題
と
し
て
い
る
国
に
お
け

る
中
小
企
業
と
し
て
の
位
置
と
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
後
に
見
る
如
く
、
こ
れ
ら
中
小
企
業
は
消
費
生
活
と
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い

る
。
こ
の
消
費
生
活
に
お
い
て
占
め
る
農
民
の
割
合
を
農
業
就
業
者
で
み
れ
ば
表
6
よ
り

も
明
ら
か
に
、

一
九
五

O
年
に
七
四
弱
、

一
九
六
五
年
に
六
五
銘
、

一
九
七
九
年
に
は

一
Mm
に
減
少
し
て
い
る
。
他
方
鉱
工
業
部
門
就
業
者
率
は
一
九
五

O
年
の
一
二
%
か
ら
一

九
七
九
年
の
三
五
Mm
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
重
化
学
工
業
化
に
伴
う
就
業
構
造
の
変

(
詮
)

化
、
ま
た
農
村
に
お
け
る
生
産
関
係
の
変
化
'
|
1
農
業
国
営
化
・
協
同
組
合
化
|
|
等
に

よ
っ
て
、
中
小
企
業
の
位
置
と
役
割
が
大
き
く
規
定
さ
れ
変
化
し
て
き
た
こ
と
も
い
う
ま

で
も
な
い
。

資料

(
註
)
ル
ー
マ
ニ
ア
農
民
の
歴
史
は
長
い
被
収
奪
者
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
数
世
紀
に
及
ぶ
過
酷
な

ト
ル
コ
の
支
配
下
に
於
て
も
、
そ
の
収
奪
が
最
も
過
酷
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
フ
ァ
ナ
リ
オ
ッ

ト
制
(
ギ
リ
シ
ア
人
を
介
し
て
の
間
接
的
農
民
支
配
H

二
重
の
収
奪
。
一
七
一
七
|
一
八
二
一

年
)
の
支
配
(
梅
田
良
忠
編
『
東
欧
史
』
、
一
九
五
八
年
、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
二

O
一

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
ハ
一
)

一O
九



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
〉

農業経営規模(1930年〉表 9

播種面積 (ha)

O~ 1ha 610， 000(18. 6) 320，000( 1. 6) 275，000( 2.1) 
1~ 3 1，100，000(33.5) 2，200，000(11. 1) 1，850，000(14.4) 
3~ 5 750，000(22.8) 3，015，000(15.3) 2，475，000(19.3) 
5~ 10 560，000(17.1) 3，955，000(20.0) 3，110，000(24.2) 
10~ 20 180，000( 5.5) 2，360，000(12.0) 1. 715. 000(13. 3) 

20~ 50 55， OOOc 1. 7) 1，535，000( 7.8) 1，015，000( 7.9) 
50~100 12，800C 0.4) 895，000C 4.5) 540，000C 4.2) 
100~500 9，500( 0.3) 2，095，000(10.6) 920，000C 7.2) 
500~ 2，700( 0.1) 3，375，000(17.1) 950，000( 7.4) 

経営面積 (ha)数営経経営規模

12，850，000(100.0) | 山間的00同
資料 AnuarulStatistic al Romaniei (1939 ~i 1940) 

計

一一

O

ペ
ー
ジ
。
ア
ン
ド
レ
・
オ
ツ
ェ
テ
ァ
、
鈴
木
四
郎
・
鈴
木
学
訳
『
ル
ー
マ
ニ
ア
史

ω』、

二
六
四

l
七
八
ペ
ー
ジ
)
、
一
八
六
四
年
の
農
業
改
草
(
農
奴
制
廃
止
U

、
一
九
一
一
一
年

の
農
業
改
革
(
社
会
的
・
政
治
的
矛
盾
の
弥
縫
、
中
農
層
の
創
出
〈
I
-
T
・
ベ
レ
ン

ド、

G
・
ラ

l
ン
キ
共
著
、
前
掲
、
二
一
二

Q
l三
一
ペ
ー
ジ
〉
〉
を
へ
て
尚
、
地
主
階
級

は
苧
命
に
至
る
迄
、
ル
ー
マ
ニ
ア
於
け
る
最
も
反
動
的
な
階
級
と
し
て
の
地
位
を
維
持

し
続
け
た
(
宮
・
〉
-
V
C甘

F

Z
・
呂
田
円

2
2
白f
・
宮
、
食
同
町
内
む
き
さ
向
仇
弓
白
川
町
q
S
E

白
河
口
き
m

ぎ
を
〈
回
ロ
ロ
ロ
忘
却
広
場
回
・
門
CHM-hqω
・
)
の
で
あ
る
@
一
九
三

O
年
に
於
け
る

ル
ー
マ
ニ
ア
の
規
模
別
経
営
数
、
経
営
面
積
は
表
9
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
二
一
年
の
農
業
改
革
後
に
於
て
も
、
一
%
に
も
満
た
な
い
経
営
が
、
全
経
営
面

積
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
@
当
時
の
東
欧
で
の
推
計
で
は
、
五
ー
一
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
、
労
働
力
の
売
質
な
く
し
て
経
営
し
う
る
中
農
の
規
模
と
せ
ら
れ
て
い
た

(
I
-

T
・
ベ
レ
ン
ド
、

G
-
ラ
l
ン
キ
共
著
、
前
掲
、
三
五

0
ペ
ー
ジ
)
。
こ
れ
を
妥
当
な
も

の
と
、
ま
た
表
の
零
細
経
営
規
模
H
耕
作
規
模
と
す
る
な
ら
ば
、
七
五
%
の
経
蛍
が
、

貧
農
経
営
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
(
尚
、
こ
の
表
9
は
、
後
に
述
べ
る
「
大
ル
ー
マ
ニ

ア
」
期
の
経
営
数
と
経
営
面
積
で
あ
る
)
。

革
命
後
、
先
ず
一
九
四
五
年
に
は
五

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
土
地
所
有
が
没
収
さ

れ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
根
本
課
題
が
こ
の
土
地
改
革
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ

た
(
ア
ン
ド
レ
イ
・
オ
ツ
ェ
テ
ァ
編
、
鈴
木
訳
、
前
掲
間
二
一

O
四
ペ
ー
ジ

Y
一
九
四
九

年
に
は
五

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
土
地
所
有
が
没
収
さ
れ
、
広
範
な
個
人
農
が
創
設
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
協
同
組
合
な
い
し
は
国
営
へ
の
組
織
化
が
行
わ
れ
た
。
一
九
六
一

J

六
二
年
に
は
個
人
農
及
び
農
業
互
助
組
織
の
協
同
組
合
へ
の
組
織
化
が
行
わ
れ
た
@
そ

の
時
ほ
ヨ
現
在
の
水
準
に
迄
組
織
さ
れ
て
い
る
@
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同

組
合
は
、
こ
の
よ
う
な
変
革
過
程
に
あ
る
農
民
の
需
要
を
満
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。



所有形態別耕地面積(%)

年
1950 1960 1965 1970 

所有形態

国 営 5.7 16.4 17.2 17.9 

農業生産協同組合 0.5 30.6 69.8 68.8 

農 業 五 助 組 織 32.3 0.1 

農協組合員 個人経営 2.3 8.2 8.5 

4簡 人 農 93.8 18.5 4.6 4.8 

表10

100.0 100.0 100.0 100.0 計

さ
て
、
革
命
前
、

一
九
三
O
年
に
お
け
る
製
造
業
の
部
門
別
・
規
模
別
企
業
数
を
み
よ
う
。

勿
論
こ
れ
ら
の
企
業
が
第
二
次
大
戦
を
経
て
固
有
化
時
迄
存
続
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
し
か

し
、
戦
後
も
こ
の
よ
う
な
企
業
を
必
然
と
す
る
経
済
発
展
段
階
か
ら
の
社
会
主
義
建
設
で
あ
っ

(
註
)

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
尚
「
大
ル
ー
マ
ニ
ア
」
期
の
企
業
数
で
あ
り
そ
の
点
も
考
慮
を
必
要

と
す
る
。
全
部
門
を
通
し
て
小
規
模
企
業
数
が
非
常
に
多
い
。
特
に
従
業
者
H

一
人
の
企
業
が

全
体
で
五
O
M
m
弱
を
占
め
て
い
る
。
五
人
以
下
の
企
業
で
は
九
三
%
に
も
達
し
て
い
る
。
全
一

一
の
部
門
の
う
ち
、
従
業
者
五
人
以
下
企
業
数
が
九
O
%
以
上
の
部
門
は
金
属
・
機
械
工
業
、

木
材
工
業
、
衣
類
・
雑
貨
、
食
品
の
囚
部
円
で
あ
り
、

同
じ
く
八
O
t
九
O
M
の
部
門
は
建

設
、
繊
維
、
印
刷
、
そ
の
他
の
四
部
円
で
あ
る
。
七
O
t
八
O
M
の
部
門
は
化
学
工
業
部
円
で

あ
り
、
三
O
M
m
台
が
、
製
紙
、
電
力
・
ガ
ス
・
水
道
部
円
で
あ
る
。

ま
た
、
企
業
数
の
生
産
部
門
別
構
成
比
で
は
衣
服
部
門
が
最
も
多
く
三
三
・
七
%
、
第
二
位

は
食
品
部
門
の
二
六
・
八
が
初
で
あ
る
。
こ
の
両
部
門
の
企
業
数
で
、
全
製
造
部
門
企
業
数
の
七

o
v
m
強
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
金
属
・
機
械
工
業
の
一
六
・
三
%
、
木
材
部
門
の
一
回
・
七

表6に隠じ。

w
m
を
加
え
た
四
部
門
で
、
製
造
業
全
企
業
数
の
九
一
・
五
M
m
を
占
め
る
こ
と
と
な
る
。
残
り
の

六
部
門
の
企
業
数
は
合
せ
て
も
、
製
造
業
全
企
業
数
の
九
M
m
に
も
満
た
な
い
。

資料

各
部
門
を
よ
り
詳
細
に
み
る
。
先
ず
金
属
・
機
械
工
業
部
門
に
お
い
て
、
従
業
者
一
O
一
人

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
〉

以
上
の
企
業
数
が
五
O
%
以
上
を
占
め
て
い
る
亜
部
門
は
製
鉄
・
圧
延
、
機
関
車
・
車
輔
の
み



1101-200 1 2… 15~1ー
中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

計

50 43 29 25 22，734 95.2 0.4 

4 3 6 5 24 4.2 58.3 

5 5 1 1 34 23.5 20.6 

8 

4 6 42 33.3 14.3 

3 1 2 120 46.6 2.5 

1 3 1 30 33.3 13.3 

1 3 8 25.0 37.5 

3 2 2 2 61 57.4 9.8 

3 3 27 14.8 11.1 

1 2 3 22 13.6 22.7 

13 12 8 14 59 1.7 57.6 

2 8 25.5 25.0 

1 1 3 33.3 

1 3 33.3 

2 4 122 67.2 3.3 

1 1，335 95.3 0.1 

1，104 88.0 

5 1 2 3 1，569 77.5 0.2 

2 2，158 97.1 

2 15，951 99.2 

46 67.4 

111 65 51 12 20，622 93.2 0.6 

23 20 19 6 275 36.4 16.4 

61 35 28 6 449 28.5 15.4 

6 3 2 954 91. 6 0.5 

2 2，161 97.3 

9 5 2 375 65.6 1.9 

6 1 11，145 95.6 

30 66.7 

279 89.2 

4，538 98.3 

135 97.8 

1 187 92.0 

11人以下12凶企業比率正和51-100 
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氏

U
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9，953 

1 

8 

1
1
n
o
n
U
1ム

C
り

q
J
0
4
司

i

の
4

1
a
A
F
h
d
噌

t
A
p
n
J
μ

62 

611 

585 

785 

969 

6，806 

14 

1 

11，682 

20 

661 

387 

431 

1，126 
9，014 

17 

2 

3 

9 

4tム
ハ

ud
句

14
守

t

一一一ー~ 従業者 | 

部門 下一一一一一!

金属，機械

製鉄，圧延

鍛造

針金

鉄管，蛇口，鉄骨

鍛冶

鋳造，鍍金

金属製家具・道具

金属製容器

機械・鋳物製造

農業用機械・器具

工業用機械・設備

機関車，車鞠

造船，船舶器具

飛行機

武器，弾薬

電気機械・器具・設備

技術・精密機械

錠前・研磨

機械・修理

ブリキ作業J金属装飾

鍛治作業，蹄鉄所

そ の他

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
〉

237 

53 

93 

16 

5 

25 

26 

2 

8 

4 

1 

4 

924 

54 

98 

53 

51 

88 

458 

8 

22 

71 

2 

10 

7，449 
79 

65 

330 

525 

161 

4，482 
10 

98 

1，478 

72 

101 

11，773 
21 

63 

544 

1，578 
85 

6，172 

10 

151 

2，985 

60 

71 

木材

木材伐採・搬出

製材

機械鋸加工

建設用材

木築家具

木製品

コルク栓，コルク絶縁体

木製彫刻j

車体，車輪，船

単純木ヱ

家具・車轍・船塗装

一
一一一一
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中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
〈
一
〉

一
一
四

1.1 

49 35 19 5 4，389 82.3 1.3 

8 7 2 1，914 89.6 0.5 

1 1 347 70.6 0.3 

2 1 1 37 45.9 5.4 

122 84.4 

10 3 3 2 243 76.1 3.3 

23 15 7 l 1，516 81. 5 1.5 

118 61. 9 

4 6 5 2 50 26.0 26.0 

2 1 17 35.3 17.6 

1 一 25 76.0 

66 35 28 11 3，111 83.1 2.4 

1，630 98.3 

14 9 13 5 487 70.4 5.5 

16 6 4 209 59.3 4.8 

9 5 4 2 620 76.9 1.8 

24 14 7 4 135 18.5 

3 1 30 50.0 3.3 

15 7 1 47，111 
4 1 16，703 92.9 

1 1 423 83.0 0.2 

1 58 58.6 

1 818 94.7 

3 2 929 90.3 0.2 

12 4 1 1 1，002 86.9 0.6 

3，308 97.2 

4 3 3 22，171 96.8 

1 1，152 95.5 

2 91 

1 1 227 84.1 0.4 

2 2 68 76.5 2.9 

49 67.3 

2 112 76.8 

94 
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宮

内
'upo 

2-5 1 7子三\竺~I
33 

7主 設 2，085 1，527 528 141 

建築，建造 1，165 550 147 35 

水・ガス・電気機械設備 60 185 91 9 

橋梁・道路建造 11 6 11 5 

石材彫刻 66 37 15 4 

石灰，セメント，石膏 77 108 29 11 

練瓦，瓦等 657 579 180 54 

テラコッタ，高級彩色タイル 34 39 31 14 

ガラス，鏡等 2 11 16 4 

間磁器，彩色高級陶器 3 3 6 2 

その他 10 9 2 3 

織 維 1，430 1，154 272 115 

統綿，紡糸 990 613 26 l 

毛織物，編物 146 197 64 39 

編物，メリヤス 37 87 43 16 

織物・紡績 246 231 88 35 

綿・絹工業 9 13 43 21 

その他 2 13 8 3 

衣類，雑貨 23，327 21，259 2，328 139 

衣服，帽子 6，923 8，589 1，147 34 

白亜麻布，刺繍製品 146 205 62 8 

小間物 11 23 17 6 

綴織，毛布，飾紐，レース 333 442 40 2 

染色，クリーニング 421 418 75 10 

繰皮，皮苧染色 404 467 83 30 

毛皮製造，毛皮製品 1，842 1，373 89 4 

履 物 12，484 8，971 689 17 

革製品 579 521 42 9 

保健・衛生用品 24 48 14 3 

刷毛，剥製等 86 105 24 6 

釦，櫛等 28 24 8 4 

傘，杖等 17 16 15 1 

その他 29 57 19 5 

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

一
一
五



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
〉

一
一
六

瓦
比

人
業

1
企

目
上
率

下
率

以
比

人
業

5
企

計

63 31 26 14 37，497 93.0 0.2 

21 2 3 15，414 94.6 

11 2 5，089 83.9 

1 2 1 65 69.2 4.6 

9 4 5， 134 95.5 0.1 

1 3 1 1 48 20.8 10.4 

5 8 17 76.5 

5 1 5 1，277 80.2 0.5 

3 144 89.6 

1 3 37 64.9 10.8 

l 1 682 92.8 o. 1 

l 7，981 98.7 

4 4 440 72. 7 0.9 

1 1 1，014 92.4 1.0 

4 12 5 5 29 75.9 

1 l 36 77.8 2.8 

11 3 3 5 110 37.3 10.0 

5 2 3 5 25 12.0 40.0 

2 22 31. 8 

4 1 63 49.2 1.6 

18 7 7 5 2，455 80.2 0.8 

16 7 7 5 719 50.2 2.6 

187 85.0 

743 93.8 

52 82.7 

1 725 94.5 

12 91. 7 

1 17 82.4 

27 20 17 5 1，854 78.3 2.3 

8 7 6 4 73 13. 7 23.3 

1 2 l 5 60.0 

7 56 30.4 

17 76.5 

2 22 36.4 9.1 

r~ム二200長;o~ 150 51-100 



21-50 

食 品 業 17，419 17，446 2，276 222 

製粉 7，514 7，064 736 74 

パン製造販売，小麦粉練製品 882 3，389 768 37 

精穀所 27 18 10 6 

アルコール，三鞭酒，酢の素 3，725 1，178 192 26 

ビーノレ 1 9 19 13 

砂糖精製 2 2 

ボンボン，チョコレート 266 758 218 24 

代替コーヒー，コーヒー焔焼 44 85 11 1 

缶 三ndEIz 18 4 5 

牛乳，乳製品 400 42 5 

肉 庖 4，319 3，561 95 5 

屠殺場，腸詰 69 251 97 15 

炭酸水， ミネラノレ水，製氷 318 702 76 6 

煙草，巻煙草 1 2 

その他 15 13 5 1 

製 紙 7 34 33 14 

パルプ，紙，厚紙 3 4 3 

紙製品 1 6 11 2 

厚紙加工，包装 6 25 18 9 

印 昂リ 788 1，182 376 72 

印刷，石版・亜鉛版印刷 42 319 257 66 

製 本 55 104 24 4 

写真，現象 310 387 46 

金属版画・調刻 19 24 9 

看板，ペンキ，装飾 349 336 37 2 

担粉模型 6 5 1 

そのイ也 7 7 2 

イむ 持f2A• 834 258 76 

石油・鉱油精製 7 24 14 

石炭・木蒸溜 1 

薬品，香料，薬種 4 13 20 12 

化学・工学分析 13 4 

澱粉，糊，糊精，葡萄糖 8 10 2 

6-20 2-5 1 -------------__________ どと|
門部

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
ハ
一
)

一
一
七



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
〈
一
)

51-100 I~ 人肌川以肝下 1旧
企業比率l幸企業比計

3 234 76.5 

6 3 3 1，201 88.5 0.5 

2 5 2 40 35.0 17.5 

3 1 8 50.0 

1 2 32 34.4 9.4 

166 81. 9 

12 5 9 1 287 34.1 5.2 

12 5 8 1 243 32.9 5.8 

1 44 40.9 2.3 

4
1
ム
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F
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守
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命

日
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9
“
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守
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87.4 

87.4 

239 

239 ペJ

|

一叫 0.4 

58 38 48 17 539 29.7 19.1 

26 8 16 7 172 22.1 18.0 

2 1 11 18.2 9.1 

9 11 12 8 78 20.5 39.7 

1 2 50.0 50.0 

7 6 11 1 55 14.5 32.7 

2 4 1 8 87.5 

8 7 3 93 40.9 10.8 

2 2 34 55.9 5.9 

4 2 83 44.6 2.4 

3 33.3 

92.8 140，409 84 196 259 

0.3 93.5 273，227 103 295 340 641 

/¥ 



LJ下下ゴーl1 1 2-5 ¥ 6-20 I幻

石鹸，蝋燭 71 108 41 11 

植物油，ラッカー，塗料 507 556 103 23 

酸，塩，工業ガス 1 13 15 2 

爆薬，マッチ，肥料 3 1 
セルロイド，生ゴム，接着剤，イ 2 9 12 6 
ンキ等研L
ゴム化 29 107 25 5 

電気，ガス，水道 22 76 116 46 

電力 16 64 97 40 

水道 6 12 19 6 

6 

6 

24 

24 

97 

97 

112 

112 

その他工業

その他

1，182 

鉱 業 46 114 147 71 

原油採取 6 32 45 32 

天然ガス採取 2 4 2 

石炭採掘 3 13 13 9 

鉄・マシガシ採掘 1 

金・銀・銅採掘 2 6 14 8 

岩塩採取 1 

大理石・建築用石材採取 16 22 28 9 

石灰・セメント・石膏採取 11 8 6 5 

ミネラル水採取 B 29 36 4 

その他 1 1 1 

7，974 61，01l 69，292 計〆』
ロ

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

1，788 14，572 

註，全部門企業数は外数を合む。

資料 AnuαrulStati・stical Romaniei 1939 # 1940 pp. 356~359 
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中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

一二
O

で
あ
り
、
精
密
・
技
術
器
具
、
ブ
リ
キ
作
業
・
金
属
装
飾
、
鍛
冶
・
蹄
鉄
作
業
所
に
お
い
て
は
、
従
業
者
五
人
以
下
の
企
業
が
九
五
%
か

ら
九
九
Mm
強
に
迄
達
し
て
い
る
。
特
に
鍛
冶
・
蹄
鉄
作
業
所
の
数
は
多
く
、
金
属
・
機
械
部
門
全
企
業
数
の
七

C
M強
を
占
め
て
い
る
。

鍛
冶
・
蹄
鉄
作
業
所
の
多
く
は
農
業
生
産
と
密
接
に
結
合
し
た
企
業
で
あ
ろ
う
(
こ
の
よ
う
な
農
業
生
産
と
密
接
に
結
合
し
た
分
野
の
企

業
に
は
、
革
命
後
、

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
も

農
業
生
産
協
同
組
合
に
組
織
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
)
。
金
属
機
械
工
業
部
門
に
お
い

て
、
工
業
部
門
に
対
し
て
大
規
模
な
生
産
手
段
を
供
給
し
て
い
る
企
業
は
少
な
か
っ
た
。
鉄
鋼
生
産
量
は
二
八
四
、

C
0
0ト
ン
(
一
九

三
八
年
)
で
あ
り
、

0
・
二
五

K
W
以
上
能
力
の
電
動
機
生
産
量
は
一
一
、

O
O
O
K
W
(
一
九
一
一
一
八
年
)
で
あ
っ
た
。
鉄
鋼
、
化
学
、
石
油

精
製
部
門
等
へ
の
国
内
機
械
工
業
で
の
生
産
手
段
の
生
産
量
は
、

一
九
七
五
年
版
の
『
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
統
計
年
鑑
』

1
1
i

一
九
三
八
年
の
主
要
工
業
生
産
物
生
産
量
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
!
ー
で
は
「
不
明
」
な
い
し
は
「
該
当
な
し
」
と
な
っ
て
い
る
。

木
材
工
業
に
お
い
て
も
零
細
企
業
が
多
い
。
ま
た
こ
の
部
門
の
全
企
業
数
の
五
四
Mm
は
木
製
品
亜
部
門
の
企
業
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

衣
類
・
雑
貨
部
門
に
お
い
て
も
零
細
企
業
が
多
い
。
こ
の
部
門
に
お
け
る
軍
部
門
別
に
み
た
企
業
数
の
占
拠
率
は
、
履
物
の
四
七
%
、

衣
服
・
帽
子
の
三
四
%
で
あ
る
。

食
品
ヱ
業
部
門
に
お
い
て
も
零
細
企
業
の
比
率
が
高
い
。
食
品
工
業
部
門
の
企
業
数
に
お
け
る
占
拠
率
の
高
い
亜
部
門
は
製
粉
の
四
一

%
、
肉
庄
の
一
二

Mm
で
あ
る
。
尚
、
砂
糖
精
製
亜
部
門
と
煙
草
・
巻
煙
草
亜
部
門
で
は
大
規
模
企
業
の
率
が
高
い
。

以
上
の
こ
と
は
、
こ
の
時
期
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
製
造
業
の
中
に
は
、
比
較
的
大
規
模
な
企
業
も
存
在
す
る
が
、
多
く
は
、
低
生
産

力
水
準
の
小
生
産
者
や
マ
ニ
ュ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
経
営
で
あ
り
、
機
械
制
工
業
に
お
い
て
も
小
規
模
生
産
が
多
く
、
社
会
的
生
産
過
程
へ
の

融
合
度
・
生
産
の
社
会
化
の
程
度
の
低
い
、
地
域
的
需
要
の
充
足
を
主
た
る
目
的
と
し
た
企
業
が
多
か
っ
た
と
と
を
示
し
て
い
る
。
と
れ

は
各
部
門
内
の
亜
部
門
の
構
成
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
こ
に
革
命
後
の
手
工
業
者
組
合
の
重
要
性
も
一
不
さ
れ
て
い
る
。



企
業
数
並
び
に
生
産
額
は
ほ
ぼ
一
九
三
九
年
迄
増
加
し
た
。
し
か
し
第
二
次
大
戦
、
反
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
戦
争
へ
の
準
備
と
参
戦
は
多
く
の

労
働
者
を
動
員
・
召
集
し
、
原
料
と
労
働
力
の
不
足
を
も
た
ら
し
、

一
九
三
九
年
以
降
、
企
業
数
・
生
産
額
共
に
減
少
し
た
。

年
の
重
要
産
業
国
有
化
の
時
点
迄
、
若
干
の
増
加
は
あ
っ
た
が
も
と
の
水
準
に
復
す
る
こ
と
は
な
か
小
J
P
。

一
九
四
八

こ
の
よ
う
な
革
命
前
の
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
工
業
部
門
で
の
、
各
企
業
の
社
会
的
生
産
過
程
へ
の
融
合
の
程
度
、

の
社
会
化
の

程
度
が
、
革
命
後
の
社
会
主
義
建
設
過
程
に
お
け
る
、
特
に
そ
の
初
期
に
お
け
る
、
中
小
企
業
の
経
済
的
位
置
・
役
割
を
規
定
し
、
ま
た

そ
の
組
織
化
方
針
の
決
定
に
大
き
な
規
定
的
要
因
と
し
て
作
用
し
た
だ
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

革
命
後
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
社
会
主
義
建
設
の
過
程
で
、
各
々
重
要
な
役
割
を
担
う
に
至
る
。

(
註
)
先
に
考
察
し
た
表
口
の
企
業
数
は
、
第
一
次
大
戦
を
契
機
と
し
て
ル
ー
マ
ニ
ア
が
獲
得
し
た
、
本
来
ル
ー
マ
ニ
ア
入
居
住
地
域
で
あ
る
と
、
ル

i
マ
ニ
ア
が
主
張
し
て
い
た
領
土
i
i
「
大
ル
ー
マ
ニ
ア
」
|
l
t
に
於
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
領
土
の
う
ち
、
一
九
四
O
年
に
ベ
ッ
サ
ラ
ヴ

ィ
ア
(
一
九
三
O
年
に
一
豆
、
二
五
三
企
業
存
在
)
の
総
て
と
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
(
同
、
七
、
七
六
四
企
業
存
在
)
北
部
は
ソ
同
盟
に
併
合
さ
れ
た
。
ま

た
ド
プ
ロ
ジ
ヤ
(
問
、
五
、
六
三
八
企
業
)
の
南
部
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
併
合
さ
れ
、
共
に
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
従
っ
て
第
二
次
大
戦
に
よ
る
被
害

と
共
に
こ
れ
ら
領
土
喪
失
に
伴
う
企
業
数
の
減
少
が
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

Q

既
に
述
べ
た
如
く
、
革
命
後
こ
れ
ら
諸
企
業
は
国
首
中
央
所
属
企
業
、
国
営
地
域
所
属
企
業
、
手
工
業
者
組
合
、
こ
れ
ら
の
何
れ
か
に

組
織
さ
れ
る
か
、
な
い
し
は
個
人
的
手
工
業
経
営
者
か
家
内
労
働
者
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
所
有
形
態
別
生
産
額
構
造
及
び
従
業
員
数
・
労
働
者
数
、
個
人
的
手
工
業
経
営
従
業
者
数
の
現
状
を
見
ょ
う
。
生
産
額
に
お

い
て
は
国
営
企
業
日
九
五
勉
強
、
協
同
組
合
日
四
%
強
、
個
人
的
手
工
業
者

U
0
・
五

i
0
・
三
労
を
そ
れ
ぞ
れ
占
め
て
い
る
。
従
業
員

数
、
労
働
者
数
及
び
個
人
的
手
工
業
経
営
従
業
者
に
お
い
て
、

一
九
五

O
年
か
ら
一
九
六

O
年
へ
の
、
協
同
組
合
従
業
員
・
労
働
者
及
び

個
人
的
手
工
業
経
営
従
業
者
の
急
減
は
一
九
五
九
年
に
お
け
る
協
同
組
合
の
国
営
へ
の
、
個
人
的
手
工
業
経
営
従
業
者
の
協
間
組
合
へ
の

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
〉

従業員数・労働者数及び個人的手工業経営従事者数

従業員数(1，000人〉 所有形態別労働者数(1，000人〉
個工従人業事経業的手者営

国 営 協同組合 計 営 協同組合 (1，000人〕

747.6 65.9 640.4 582.8 57.6 188.9 

955.6 128.7 916.4 804.0 112.4 129.0 

1，164.1 91.1 1， 067. 9 985.8 82.1 91. 2 

1，557.2 118.4 1，441. 0 1，333.4 107.6 42.9 

1，867.0 199.0 1，815.4 1， 633. 5 181. 9 36.4 

2，367.4 293.0 2，427.5 2，153.3 274.2 40.9 

1979 1975 1970 1965 

1，296 1，375 1，372 1，272 

1， 286 1， 276 1.126 1， 065 

7 99 246 207 

408 356 359 300 

1，701 1，731 1，731 1，572 

(1000人〉
2，797.7 

(1000人〉
2，452.7 

(1000人〉
1， 836. 0 

(1000人〉
1，546.3 

2，790.3 2，190.6 1，628.9 1，409.3 

7.4 262.1 207.1 137.0 

一一一一
293.8 237.9 160.8 102.0 

3，091. 5 2，690.6 1，996.8 1， 648. 4 



鉱工業企業所有形態別・生産額構造・

所有形態別生産額構造
所有形態別

社会主義企業
個人業経的手

計
工営

計

1950 100.0 88.6 3.8 7.6 813.5 

1955 100.0 90.2 6.8 3.0 1，084.3 

1960 100.0 95.2 3.6 1.2 1， 255. 2 

1965 100.0 95.2 4.3 0.5 1， 675. 6 

1970 100.0 95.5 4. 1 0.4 2，066.0 

1974 100.0 95.5 4.2 0.3 2，660.4 

表12

資料 Directia Centrala de Statistica Anuarul Statistic al Republicii Socialiste 

R即時d刑;a1975. 97. 127ページより。

註)1950-1960年の所有形態別生産額構造は同資料1966年版， 65年以降は， 1975年

版による。算出方法に差がある。

表13 鉱工業部門・年次別・所有・所属形態

1町 | 1960 

国 営 4人ι- 業 l 1，598 1，311 

:it 中 夫 所 局 1，306 1，001 

業 地 域 所 属 292 318 

手 ヱ 業 組 J口』 625 339 

数

計 2，223 1， 658 

(1000人〉 (1000人)
国 営 :it ニ 業 951. 8 1，152.2 

従
中 央 所 属 870.4 1，003.3 

業
地 域 所 属 81. 4 148.9 

員 手 ヱ 業 言且 〆口合格 123.4 88.8 

数
1， 075. 2 1， 241. 0 

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

一一一一一

Anual Stati stic al Rψublicii Socialiste Roma削ta各年版より資料



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

一
二
四

そ
れ
ぞ
れ
の
再
編
の
故
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
当
然
所
有
形
態
別
生
産
額
構
造
に
も
反
映
し
て
い
る
表
(
ロ
)
。

口

国
営
地
域
企
業
の
組
織
化
過
程
と
管
理
体
制
の
形
成
過
程
を
考
察
し
よ
う
。

地
域
企
業
へ
の
組
織
化
は
重
要
産
業
の
国
有
化
と
共
に
始
ま
っ
た
。
国
有
化
は
数
年
に
渡
っ
て
行
わ
れ
た
。

一
九
四
八
年
六
月
一
一
日
、
国
有
化
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
ず
、
鉄
、
非
鉄
金
属
、
紙
、
セ
メ
ン
ト
、
鉱
山
、
鉄
道
、
銀
行
、
保
険
な
ど

の
詰
部
門
で
国
有
化
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
部
門
で
は
全
企
業
が
固
有
化
さ
れ
た
。
国
有
化
さ
れ
た
企
業
は
八
、
五

O
O企
業
に
の
ぼ

る。
一
九
四
八
年
一
一
月
に
は
個
人
病
院
、
映
画
産
業
が
国
有
化
さ
れ
、
ま
た
国
営
の
流
通
部
門
が
整
情
さ
れ
た
。

業
の
八
五
Mm
が
社
会
主
義
部
門
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。

六
四
八
企
業
が
手
工
業
(
零
細
作
業
場
)
で
あ
っ
た
。

一
九
四
八
年
末
に
は
企

一
九
四
八
年
現
在
残
存
私
企
業
数
は
五
一
、
四
三
七
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
四
六
、

一
九
四
九
年
四
月
に
は
五

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
土
地
所
有
が
没
収
さ
れ
た
(
五

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
土
地
所
有
は
一
九
四
五
年
に

没
収
さ
れ
て
い
る
)

Q

ま
た
薬
局
等
も
国
有
化
さ
れ
た
。

一
九
五

O
年
に
は
大
資
本
家
の
建
物
、
ホ
テ
ル
、
貸
家
等
が
国
有
化
さ
れ
た
。

固
有
化
さ
れ
な
か
っ
た
企
業
の
中
に
も
比
較
的
大
規
模
な
企
業
が
存
在
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
企
業
は
労
働
力
、
原
料
等
を
確
保
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
り
白
然
に
消
滅
し
て
い
っ
た
。

固
有
化
終
了
後
、

一
九
五
五
年
現
在
の
全
企
業
数
(
鉱
工
業
部
門
)
は
一
一
、
二
ニ
三
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
国
営
企
業
は
一
、
五
九
八
金



業
(
全
体
の
約
七
二
%
)
で
あ
り
、
協
同
組
合
企
業
は
六
二
五
企
業
ハ
全
体
の
約
ニ
八
銘
)
で
あ
っ
た
。
労
働
者
の
八
八
・
五
勿
は
国
営

企
業
に
所
属
し
、

一
一
・
五
%
は
協
同
組
合
企
業
に
所
属
し
て
い
た
(
表

u
v

国
営
企
業
は
中
央
省
庁
が
管
理
す
る
企
業
H
国
営
中
夫
企
業
と
国
家
地
方
機
関
で
あ
る
各
県
人
民
評
議
会
合
。
口
氏

E
Z
宮
市
己
常
0
・

前
身
は
広
三
C
コ
宮
司
己
員
叩

こ
れ
は
人
民
議
会
と
記
し
区
別
し
た
)

ま
た
は
ブ
カ
レ
ス
ト
市
人
民
評
議
会

(ロ
O
D
田口

E
H
Bロ
巳
円
ぽ
と

切
口
門
戸
円
。
叩
己
)
が
管
理
す
る
国
営
地
域
企
業
と
に
分
れ
る
(
地
域
企
業
な
い
し
地
方
企
業
と
い
う
言
葉
は
広
狭
さ
ま
ざ
ま
に
用
い
ら
れ
る
。

広
義
に
は
国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
そ
れ
に
個
人
的
手
工
業
経
営
の
総
て
を
、
す
な
わ
ち
そ
の
所
有
形
態
に
関
り
無
く
地
域

的
性
格
の
強
い
総
て
の
企
業
を
包
括
す
る
言
葉
と
用
い
ら
し
げ

μ。
尚
、
本
稿
に
お
い
て
は
地
方
企
業
と
い
う
表
現
を
用
い
ず
、
地
域
企
業

と
い
う
表
現
を
用
い
た
。
し
た
が
っ
て
国
営
地
域
企
業
と
い
う
表
現
を
使
用
し
た
)
。

国
営
地
域
企
業
は
主
と
し
て
地
域
資
源
(
原
材
料
、
労
働
力
等
)
に
依
拠
し
、
地
域
の
必
要
を
満
す
た
め
の
生
産
財
や
消
費
財
を
生
産

す
る
か
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

国
有
化
終
了
後
、

一
九
五
五
年
現
在
の
国
営
地
域
企
業
の
数
は
二
九
二
で
あ
り
、
こ
れ
に
約

=
1
0
0
0の
事
業
所
(
生
産
単
位
な
い

し
は
サ
ー
ビ
ス
業
務
単
位
)
が
所
属
し
て
い
た
。

一
九
七
五
年
現
在
、
国
営
地
域
企
業
に
属
す
る
企
業
の
部
門
に
は
次
の
如
き
部
門
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
機
械
製
造
・
金
属
加
工
業
(
含

電
気
工
業
)
、

建
設
資
材
工
業
、

木
材
伐
採
・
加
工
業
、
食
品
工
業
、
製
粉
工
業
、
電
力
・
蒸
汽
力
業
、
木
炭
製
造
業
、
化
学
工
業
、
非

鉄
金
属
・
鉱
物
採
堀
業
、
研
磨
材
・
石
炭
業
、
パ
ル
プ
及
び
製
紙
業
、
窯
業
、
織
物
工
業
、
縫
製
業
、
皮
革
履
物
業
、
印
刷
業
等
が
こ
れ

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
的
生
産
過
程
へ
の
融
合
度
の
比
較
的
抵
い
企
業
は
国
営
地
域
企
業
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
各
企
業
の

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

一
二
五



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

一
二
六

生
産
力
水
準
U
生
産
規
模
は
各
企
業
が
如
何
な
る
生
産
部
門
に
属
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
と
相
互
関
連
に
あ
る
。
各
企
業
の
所
属
は
そ

の
部
門
と
生
産
力
水
準
に
よ
っ
て
基
本
的
に
は
規
定
さ
れ
た
と
み
な
し
え
よ
う
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
国
営
地
域
企
業
と
し
て
組
織
さ
れ
た
企
業
を
如
何
な
る
原
則
に
基
づ
き
、
如
何
な
る
機
関
に
よ
っ
て
管
理
・
指
導
す

る
か
が
潤
題
と
な
ろ
う
。
そ
の
整
備
過
裡
を
み
よ
う
。

一
九
四
八
年
企
業
悶
有
化
の
時
期
に
は
、
後
に
国
営
地
域
企
業
と
し
て
組
織
さ
れ
た
小
規
模
企
業
の
為
の
特
別
の
指
導
機
関
は
存
在
し

な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
企
業
は
各
県
経
済
課
(
印
2
4
H
n
E
o
o
g
R巳
g
y
r
τ
ロ
与
に
よ
っ
て
、
そ
の
管
理
下
で
固
有
の
独
立
し
た
指
導

を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
各
県
経
済
課
は
小
規
模
企
業
以
外
に
多
く
の
文
化
的
社
会
的
諸
施
設
を
も
管
理
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
九
年
に
人
民
議
会
臨
時
委
員
会

(nos-Hog-o
胃
s
k
o
Z
色
。
広
忠
良
口

C吋
匂
喜
三
日
ろ
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
委
員
会
に
市

町
村
管
理
・
地
域
企
業
部
官
虫
色
z
a
o
m
c
m旬
。
白
目
立

onOECDω
鼠

色

E
C
E
H吋山
o
z
g駁
)
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
営
地

域
企
業
は
、
文
化
的
・
社
会
的
諸
施
設
を
も
管
理
す
る
機
関
と
は
別
の
指
導
機
関
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
未
だ
凪
営
地
境
企

業
に
固
有
の
独
立
し
た
管
理
・
指
導
機
関
は
存
在
し
な
か
ワ
た
。
だ
が
、
こ
の
時
に
独
手
の
管
理
・
指
導
機
関
形
成
の
為
の
重
要
な
第
一

歩
が
し
る
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

一
九
五

O
年
に
全
国
の
行
政
U
経
済
区
域
が
設
定
さ
れ
、

一
六
州
制
度
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
人
民
議
会
が
選
出
さ
れ
た
。
国

営
地
域
企
業
に
対
す
る
指
導
組
織
も
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。

先
の
市
町
村
管
理
・
地
域
企
業
部
に
市
町
村
管
理
課
と
地
域
企
業
管
理
課

(
由
。
円

HO門
戸
回
目
古
門
】
戸
何
回
け
門
戸
命
日
目

onoU)
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
じ
め
て
各
県
人
民
議
会
に
、
地
域
企
業
の
管
理
・
指
導
を
目
的
と
す
る

専
門
の
機
関
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
経
済
計
画
実
施
二
年
目
に
あ
た
る
一
九
五

O
年
よ
り
、
国
営
地
域
企
業
の
生
産
は
国
家
の
経
済
計
画
に
組
込
ま
れ
た
。
地
域
企
業



に
対
す
る
原
材
料
や
資
金
等
も
計
画
に
基
づ
い
て
供
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
地
域
企
業
の
生
産
は
国
民
経
済
の
全
般
的
発
展
と
従
来
に

も
増
し
て
よ
り
緊
密
に
結
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
国
営
地
域
企
業
に
対
す
る
中
央
指
導
・
管
理
機
関
と
し
て
国
有
化
後
、

一
九
四
八
年
か
ら
一
九
五
二
年
迄
の
聞
は
、
市
町
村
管
理

-
地
域
企
業
局
(
り
弓

R
S
B
O
D
E
O
B吉
良
江
巳

P
B
E
ω
-
o
t
H
E
H足立
OF
ド

o
s
-
o
)
l
l後
、
省
と
な
る
ー
ー
ー
が
存
在
し
て
い

た
。
当
時
、
未
だ
人
民
議
会
は
経
験
不
足
で
あ
り
、
ま
た
、
国
営
地
域
企
業
に
対
す
る
独
自
の
指
導
機
関
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
時
期

の
過
渡
的
措
置
で
あ
っ
た
。
し
か
し
国
営
地
域
企
業
は
多
数
存
在
し
て
お
り
、
し
か
も
地
域
経
済
に
は
多
く
の
問
題
が
存
在
し
て
い
た
。

中
央
機
関
が
こ
れ
ら
国
営
地
域
企
業
を
充
分
に
管
理
し
、
ま
た
地
域
経
済
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
当
時
の
条
件
下
で
は
困
難
で
あ

っ
た
。人

民
議
会
の
能
力
は
年
々
増
大
し
た
。
こ
の
人
民
議
会
の
能
力
増
大
は
、
地
域
経
済
な
ら
び
に
地
域
企
業
を
管
理
し
指
導
す
る
任
務
を

人
民
議
会
が
担
当
し
う
る
条
件
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

後
に
見
る
ご
と
く
、
人
民
議
会
は
地
域
段
階
で
の
経
済
計
画
の
立
案
者
と
な
り
、
地
域
経
済
の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
国

経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う
璽
要
な
任
務
を
担
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
任
務
遂
行
の
為
に
、
人
民
議
会
の
実
行
委
員
会

(
g
B洋
己
己

日
叩
ロ
ロ
江
4
)

以
外
に
、
地
域
に
計
画
部
(
自
門
江
戸
巳
号
旬
日
山
口

5
3
2
)
が
設
置
さ
れ
た
。

ま
た
こ
の
時
、
地
方
企
業
常
任
委
員
会
(
口
。

B
E
-
-
o
H
U
R
B
B
B
H
O
色
。
百
円
吉
∞

E
o
-
-
o
g
H
O
)
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は

人
民
議
会
に
所
属
し
て
お
り
、
人
民
議
会
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
こ
の
常
任
委
員
会
の
目
的
は
国
営
地
域
企
業
に
関
連
す
る

諸
問
題
の
研
究
、
地
域
企
業
発
展
の
為
の
提
案
、
地
域
企
業
の
活
動
に
対
す
る
管
理
、
地
域
企
業
活
動
に
み
ら
れ
る
弱
点
の
処
理
な
ど
に

あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
常
任
委
員
会
は
、
い
く
つ
か
の
地
域
に
お
け
る
国
営
地
域
企
業
を
種
々
の
点
で
支
援
し
た
。
そ
の
際
に
は
各
企
業
の

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

一
二
七



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
〈
一
)

一
二
八

労
働
者
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
が
そ
の
任
務
に
つ
い
た
。
こ
れ
ら
の
委
員
は
現
場
の
労
働
に
底
接
関
係
す
る
諸
問
題
及
。
ひ
そ
の
解
決
方
法

を
熟
知
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
常
任
委
員
会
と
工
場
労
働
者
と
の
聞
に
新
し
い
関
係
が
形
成
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
過
程
を
通
し
て

(

江

)

人
民
議
会
と
各
企
業
と
の
関
係
の
緊
密
化
が
計
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
人
民
議
会
の
計
画
部
の
下
に
諮
問
委
員
会

(の

OBE--ogロ
田
口
口
三
日
4
0
)

が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
各
種
専
門
家
、

科
学
者
、
技
術
者
、
技
師
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
そ
れ
に
模
範
労
働
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
の
目
的
は
計
画
部
を
援
助
し
、

地
域
経
済
全
体
の
発
展
の
為
の
技
術
的
・
具
体
的
重
要
諸
問
題
の
解
決
に
努
力
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
国
営
地
域
企
業

の
発
展
、
地
域
資
源
の
よ
り
効
率
的
な
使
用
に
と
っ
て
、
非
常
に
有
効
な
活
動
を
し
た
と
い
わ
れ
る
。

」
の
よ
う
な
過
程
を
通
し
て
、
人
民
議
会
の
能
力
は
年
々
増
大
し
た

Q

第
二
次
五
ヶ
年
計
画
の
初
年
度
に
当
る
一
九
五
六
年
一
二
月
二
七
日
か
ら
二
九
日
か
け
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
労
働
者
党
(
一
九
四
人
年
二

月
共
産
党
と
社
会
党
が
統
一
き
れ
労
働
者
党
と
な
っ
た
)
中
央
委
員
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
の
重
要
課
題
の
一
つ
は
民
主
主
義

的
集
中
制
の
原
則
を
如
何
に
し
て
地
域
経
済
の
指
導
面
へ
適
用
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

こ
の
中
央
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
経
済
指
導

A

出
に
お
け
る
党
地
域
機
関
の
役
割
の
増
大
が
決
議
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
総
会
で
の
決
議
と
一
九
五
七
年
三
月
の
大
国
民
議
会

(巴
R
g
k
F
(山口
H
H
m
H
g
Z注目。
HM丘
町

)

で
承
認
さ
れ
た
人
民
議
会
の
組
織
及

び
機
能
に
関
す
る
新
し
い
法
律
と
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
、
特
に
国
営
地
域
全
呆
の
指
導
面
で
の
改
善
を
目
的
と
す
る
新
し
い
条
件
が
形

成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
人
民
議
会
の
各
部
局
の
人
民
議
会
執
行
委
員
会
と
中
央
省
庁
と
へ
の
所
属
と
い
う
「
二
重
所
属
の
原
則
」
が
蕗

止
さ
れ
た
。
人
民
議
会
の
各
部
局
は
人
民
議
会
執
行
委
員
会
の
み
に
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
一
九
五
二
年
迄
は
国
首
地
域
企
業
の
発
展
と
組
織
化
の
為
に
、
そ
の
後
は
人
民
議
会
に
対
す
る
技
術
援
助
等
の
為
の
専
門
家
派
遣



な
ど
に
よ
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
、
中
央
省
庁
の
一
つ
で
あ
る
市
町
村
管
理
・
地
域
企
業
省

CE--o
包
宮
内
山
口
広
江
巳
円
。

s-o)
が
廃
止
さ
れ
た
。

(
昌
吉
山
田
門

02-
の
O
凹
官
邸
丘
町
山

(
U
o
g
l

ま
た
各
地
域
で
提
起
さ
れ
た
経
済
計
画
の
目
標
数
字
の
討
論
が
、
党
員
、
党
員
候
補
者
、
模
範
労
働
者
に
よ
っ
て
組
織
的
に
行
わ
れ

た
。
党
の
地
域
機
関
は
鉱
工
業
生
産
の
増
大
、
経
済
成
長
率
の
向
上
、
こ
れ
ら
の
為
の
潜
在
的
可
能
性
を
熟
知
し
、
そ
の
存
在
を
強
調
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

」
の
よ
う
に
、

一
九
五
六
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
ル
ー
マ
ニ
ア
労
働
者
党
中
央
委
員
会
総
会
を
契
機
と
し
て
、
国
営
地
域
工
業
に
対

す
る
管
理
・
指
導
の
任
務
は
、
八
王
国
経
済
計
画
の
下
で
人
民
議
会
に
よ
っ
て
ほ
ほ
完
全
に
遂
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
六
五
年
の
ル
ー
マ
ニ
ア
共
産
党
第
九
回
大
会
(
こ
の
大
会
に
お
い
て
ル
ー
マ
ニ
ア
労
働
者
党
は
ル
ー
マ
ニ
ア
共
産
党
と
改
称
さ

れ
、
共
産
党
が
社
会
党
と
合
併
す
る
以
前
に
開
催
さ
れ
た
共
産
党
大
会
の
回
数
と
社
会
党
と
合
併
し
た
労
働
者
党
に
よ
っ
て
持
た
れ
た
労

働
者
党
大
会
の
回
数
と
を
合
せ
て
、
こ
の
大
会
を
第
九
回
大
会
と
し
た
)
の
方
針
と
一
九
六
七
年
に
も
た
れ
た
共
産
党
全
国
会
議
の
決
議

と
に
よ
っ
て
、
ま
た
一
九
六
七
年
に
実
施
さ
れ
た
全
国
行
政
地
域
の
再
編
成
及
び
人
民
議
会
の
組
織
と
機
能
と
に
関
す
る
法
律
と
ぷ
ょ
っ

て
、
各
市
、
町
、

コ
ミ
ュ

l
ン
〈
い
く
つ
か
の
村
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
行
政
単
位
)
の
権
限
と
役
割
が
増
大
し
た
。
ま
た
、
従
来
の
一

六
州
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
全
国
は
三
九
の
県

(
]
E
2
)
と
プ
カ
レ
ス
ト
特
別
市
と
に
分
割
さ
れ
た
。
県
は
上
級
機
関
が
各
地
域
を
援
助
し

管
理
す
る
為
の
唯
一
の
地
域
行
政
機
関
で
あ
り
、
ま
た
、
党
と
国
家
と
が
そ
の
決
定
を
地
域
に
お
い
て
遂
行
し
、
地
域
経
済
に
対
し
て
指

導
や
改
善
を
行
う
ぽ
あ
い
の
足
場
と
な
っ
た
。
国
『
家
権
力
・
国
家
行
政
機
構
の
地
域
機
関
が
、
地
域
経
済
と
地
域
企
業
と
に
対
し
て
果
す

責
任
と
役
割
は
増
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
行
政
地
域
の
再
編
は
、
地
域
及
び
企
業
の
自
治
拡
大
に
よ
っ
て
の
生
産
力
の

発
達
を
主
要
目
的
と
す
る
、
新
経
済
管
理
制
度
の
導
入
の
中
で
実
施
さ
れ
た
。

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

一
二
九



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
〉

。

乙
の
新
経
済
管
理
制
度
の
導
入
と
新
ら
し
い
行
政
地
域
と
行
政
組
織
の
形
成
に
よ
っ
て
、
人
民
大
衆
は
、
よ
り
容
易
に
公
的
任
務
を
遂

行
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
企
業
の
労
働
生
産
性
上
昇
の
為
の
条
件
が
形
成
さ
れ
た
。

ま
た
、
困
家
権
力
、
行
政
機
関
、
特
に
共
産
党
地
域
機
関
の
効
率
的
た
活
動
を
促
進
す
る
条
件
が
形
成
さ
れ
た
。
県
、
市
、

コ
ミ
ュ

l

ン
の
各
人
民
評
議
会
合

g巴
E
Z

何
人
一
。
こ
れ
に
よ
っ
て
名
実
共
に
共
産
党
と
地
域
行
政
機
構
と
の
更
な
る
緊
密
化
が
促
進
さ
れ
た
。

日

vo
宮山
RO)
議
長
は
、
法
律
に
よ
っ
て
、
当
該
地
域
の
共
産
党
第
一
書
記
が
兼
任
す
る
よ
う
定
め
ら

こ
の
よ
う
に
国
営
地
域
企
業
の
創
設
以
降
、
国
営
地
域
企
業
に
対
す
る
各
県
(
及
び
ブ
カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
評
議
会
に
よ
る
指
導
・
管

理
体
制
は
年
々
整
備
さ
れ
て
来
た
。

国
営
地
域
企
業
の
指
導
・
管
理
に
関
す
る
人
民
評
議
会
の
責
任
と
権
限
も
年
々
増
大
し
て
来
た
と
考
え
う
る
。
ぞ
れ
が
国
家
の
基
本
線

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

一
九
七
二
年
に
こ
の
基
本
線
は
補
正
さ
れ
た
。

一
九
七
二
年
七
月
、
共
産
党
の
第
三
回
全
国
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
は
人
民
評
議
会
の
、
社
会
的
・
経
済
的
分
野
で
の
指

導
に
あ
た
っ
て
果
す
べ
き
役
割
が
検
討
さ
れ
た
。

そ
し
て
ま
た
、
民
主
主
義
的
集
中
制
を
前
提
と
し
て
、
国
家
権
力
・
国
家
行
政
の
地
域

機
関
の
活
動
が
、

一
元
的
指
針
・
指
導
を
実
現
し
う
る
が
如
き
機
構
の
下
で
な
さ
れ
る
と
と
が
決
定
さ
れ
た
。

か
く
し
て
一
九
七
三
年
六
月
二

O
日、

大
国
民
議
会
は
こ
の
決
定
を
受
入
れ
、
中
央
に
人
民
評
議
会
諸
問
題
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
こ
の
委
員
会
の
月
的
は
、
既
に
制
定
さ
れ
た
法
律

(。。
B
X
m旨

H-

芳
三
E
H
U
3
Z
S
H
O
F
ゎ。ロ由一日目日目。吋

HUC百
円
出
円
。
)

に
基
づ
き
、
地
域
企
業
に
関
す
る
党
・
国
家
の
政
策
の
一
元
的
遂
行
を
可
能
と
し
、
地
域
企
業
の
恒
常
的
発
展
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ

る
。
ま
た
、
各
県
、
市
、
町
、

コ
ミ
ュ

1
ン
の
社
会
的
・
経
済
的
発
展
に
関
連
す
る
重
要
問
題
を
分
析
し
、
討
議
し
、
人
民
評
議
会
及
び



人
民
評
議
会
執
行
委
員
会
の
活
動
を
指
導
し
管
理
し
、
ま
た
人
民
評
議
会
に
所
属
す
る
企
業
を
自
己
に
従
わ
せ
し
め
る
機
関
で
あ
る
。

各
県
(
及
。
ひ
プ
カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
評
議
会
は
、
先
の
法
律
に
基
づ
く
計
画
の
遂
行
機
関
で
あ
り
地
域
企
業
を
指
導
す
る
固
有
の
機
関
と

し
て
の
権
限
を
行
使
し
任
務
を
遂
行
し
た
。
し
か
し
従
来
は
人
民
評
議
会
の
権
限
で
あ
り
任
務
で
あ
っ
た
、
い
く
つ
か
の
問
題
の
解
決
に

関
す
る
権
隈
と
そ
れ
に
基
づ
く
活
動
は
、
こ
の
人
民
評
議
会
諸
問
題
委
員
会
の
設
置
と
と
も
に
、

国
家
計
画
委
員
会

(
口
。
日
庄
内
詮
H
-

。A

O 

回

gHMW日
目

8
5乱
立
。
、
技
術

U
原
料
供
給
省
(
宮
山
口
円
四
件
。
吋
己
〉
胃

04EOHM臥
巴
叶
各
巳
g
B
Z忠
良
』
回
目
。
)

ハm
m
)

な
ど
の
中
央
機
関
へ
移
譲
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
国
営
地
域
企
業
に
対
す
る
管

お
よ
び
固
定
基
金
運
苗
管

理
局
(
。
。
E
B
E
-
の
3
3門

50F
匂

ODQHETU門
出

凶

作

)

理
上
の
一
連
の
変
化
は
、
国
営
地
域
企
業
に
対
す
る
、
各
県
(
及
び
プ
カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
評
議
会
の
指
導
、
管
理
の
増
大
化
傾
向
の
修

正
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、

一
九
七
三
年
に
国
営
地
域
企
業
の
款
は
表
日
の
如
く
前
年
の
二
六
三
企
業
か
ら
九
七
企
菜
へ
と
急
減
し
て
い
る
。
従
業
員
数
は

や
や
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
国
営
地
域
企
業
数
の
減
少
の
主
要
な
要
因
は
企
業
の
合
併
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
七
八
年
に
は
国
営
地

域
企
業
は
ほ
と
ん
ど
国
営
中
央
企
業
と
し
て
編
成
さ
れ
、

一
九
七
九
年
に
は
七
企
業
に
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
後
も
各
県
(
及
び
プ
カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
評
議
会
は
国
営
地
域
企
業
を
指
導
し
、
そ
の
発
展
を
促
進
し
、
消
費
財
生
産
増
加
の
為

の
決
定
主
汀
い
、
国
営
地
域
企
業
の
活
動
と
各
協
同
組
合
の
諸
活
動
(
農
業
主
産
協
同
組
合
の
工
業
部
門
及
び
工
業
関
連
作
業
場
、
消
費

協
同
組
合
の
工
業
部
門
及
び
サ
ー
ビ
ス
業
務
、
そ
れ
に
手
工
業
者
協
同
組
合
活
動
)
と
を
調
整
す
る
な
ど
の
任
務
を
行
ワ
た
。
ま
た
地
域

企
業
に
関
す
る
国
家
政
策
の
実
施
を
目
的
と
し
て
こ
の
政
策
を
分
析
・
検
討
し
た
。

そ
の
際
に
は
国
民
経
済
の
必
要
、
ま
た
原
材
料
と
労

働
力
の
よ
り
有
効
な
利
用
、
生
産
力
の
合
理
的
な
使
用
な
ど
が
考
慮
さ
れ
た
。
ま
た
投
資
資
金
の
最
も
効
率
的
な
使
用
、
地
域
企
業
へ
の

機
械
・
道
具
な
と
の
供
給
な
ど
を
行
?
と
。
さ
ら
に
、
国
営
地
域
企
業
の
企
業
聞
な
い
し
は
事
業
体
聞
の
分
業
体
系
の
確
立
、
他
県
の
国

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

一一一一一



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)
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宮
地
域
企
業
な
い
し
は
国
首
中
央
企
業
と
の
間
の
生
産
調
整
な
ど
を
行
っ
た
。

人
民
評
議
会
執
行
委
員
会
及
び
人
民
評
議
会
執
行
事
務
局

(
ず
円

H・oc円
ト

HmwO同
onc-Z4ゆ

mwHonoD田口ト
EHC吋
唱
。
日

)CH釦
円
。
)

は
、
新
生
産
物

の
導
入
、
新
生
産
物
の
品
質
向
上
、
原
料
消
費
量
の
改
菩
(
原
単
位
の
向
上
)
、

生
産
屑
の
減
少
、

経
済
効
率
の
向
上
、
輸
出
向
生
産
物

の
増
加
と
多
様
化
な
ど
を
は
か
っ
た
。
ま
た
、
国
営
地
域
企
業
生
産
物
の
価
格
、
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
料
金
、
こ
れ
ら
を
価
格
及
び
料
金
に

関
す
る
法
律
に
従
っ
て
立
案
し
た
。
ま
た
、
地
域
経
済
活
動
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
詰
問
題
の
解
決
案
に
関
し
て
、
中
央
省
庁
お
よ
び

中
央
機
関
の
指
導
を
受
け
た
。
各
県
(
及
び
ブ
カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
評
議
会
に
よ
る
地
域
企
業
活
動
に
関
す
る
決
定
や
政
策
を
実
施
し
た
。

ま
た
地
域
段
階
の
原
材
料
や
生
産
層
の
有
効
利
用
に
問
返
し
て
国
営
地
域
企
業
を
援
助
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
ワ
た
。
地
域
機
関
は
こ
の

よ
う
な
任
務
を
続
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
至
る
迄
の
過
程
に
お
い
て
、
協
同
組
合
か
ち
の
国
営
地
域
企
業
へ
の
編
成
替
、
国
営
中
央
企
業
と
国
営
地
域
企
業
と
の

聞
の
、
ま
た
国
営
地
域
企
業
相
互
間
の
、
企
業
移
管
も
行
わ
れ
た
。

一
九
五
六
年
一
二
刀
、
そ
の
妥
当
性
な
く
し
て
中
央
省
庁
に
所
属
し
て
い
る
地
域
的
住
格

の
濃
厚
な
企
業
を
、
人
民
議
会
に
移
管
す
る
こ
と
に
決
議
し
、
国
営
地
域
企
業
と
し
て
編
成
し
た
。

ル
ー
マ
ニ
ア
労
働
党
中
央
委
員
会
総
会
は
、

民
議
会
所
属
と
な
り
、

一
九
五
七
年
、
小
規
模
製
粉
工
業
と
製
パ
ン
工
業
の
一
部
が
食
品
工
業
省
(
冨
吉
区
白
己

H
E
E
E
ω

己
E
g
g品
)
所
属
か
ら
人

一
部
印
刷
業
が
教
育
文
化
省
(
富
山
口
山
田
8
2
H
F
g宮
B
E
Z
H
t
の
巳
E
E
)
所
属
か
ら
同
じ
く
人
民
議
会
所
属

と
な
り
、
共
に
国
営
地
域
企
業
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。

一
九
五
八
年
に
は
建
設
・
建
設
資
材
省

(
E
E
E
0
2目
。
。
ロ
印
HHd金
口
白
色
白
呂
白
円
四
ユ
m
E
R
F
の
o
g
H吋
己
主
む
所
属
の
石
灰
生

産
や
練
瓦
生
産
事
業
体
等
が
人
民
議
会
に
移
管
さ
れ
、
地
域
企
業
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。



一
九
五
六
年
か
ら
五
八
年
迄
の
期
間
に
は
こ
の
他
多
く
の
食
品
工
業
や
金
属
加
工
業
の
事
業
体
が
、
地
域
企
業
の
事
業
体
と
し
て
再
編

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
期
聞
に
、
機
械
製
造
部
門
及
び
金
属
加
工
部
門
か
ら
、
労
働
手
段
ハ
機
械
、
設
備
)
の
生
産
に
か
か
わ
る
部
円
が
、
中
央
所
属

企
業
と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
る
。

一
九
六
一
年
に
は
屠
殺
場
、
食
肉
加
工
部
門
、
大
規
模
(
商
業
的
)
製
粉
工
場
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
分
が
食
品
工
業
省
へ
移
管
せ
し
め
ら

れ
、
国
営
中
夫
企
業
と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
印
刷
部
門
、
木
材
伐
採
部
門
の
一
部
事
業
所
も
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
省
庁
に
移
管
せ

(

M

)

 

し
め
ら
れ
、
国
営
中
央
企
業
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。

一
九
七
五
年
現
在
、
印
制
部
門
、
製
パ
ン
部
門
、
非
販
売
用
製
粉
部
門
の
多
く
の
企
業
は
人
民
評
議
会
に
所
属
し
、
地
域
企
業
と
し
て

活
動
し
て
い
る
。

ま
た
一
連
の
個
人
的
企
業
も
、
軽
工
業
省

(
Z
E
F
2
0
2
-
Z
E呉
氏
。
-
C唱
。
足
。
)

(
お
〉

企
業
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
は
人
民
評
議
会
に
移
管
せ
し
め
ら
れ
、
国
営

次
に
、
以
上
の
如
き
指
導
・
管
理
下
に
お
け
る
鉱
工
業
国
営
企
業
の
労
働
者
一
人
当
り
労
働
生
産
性
を
見
て
お
こ
う
。
国
営
地
域
企
業

独
自
の
労
働
生
産
性
を
一
不
す
項
目
は
合
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
全
国
吉
鉱
工
業
企
業
の
労
働
者
一
人
当
り
労
働
生
産
位
は
一
九
六
五
年

の一

O
に
対
し
て
一
八
八
に
な
っ
て
い
る
。
同
期
間
に
お
け
る
鉱
工
業
部
門
の
国
営
中
央
企
業
の
労
働
生
産
性
上
昇
率
は
一
九
五
で
あ

る
。
従
っ
て
、
国
営
地
域
企
業
の
労
働
生
産
性
上
昇
率
は
国
営
中
央
企
業
の
そ
れ
よ
り
低
く
、
両
企
業
部
門
の
労
働
生
産
性
格
差
が
拡
大

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
る
。

こ
の
差
の
形
成
要
因
と
し
て
は
、
勿
論
、
生
産
手
段
生
産
部
門
優
先
の
経
済
政
策
・
設
備
投
資
が
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
国

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)
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中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)
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表14 鉱工業国営企業労働者一人当り

労働生産性

1970 1965 

鉱工業

国営鉱工業

国営中央所属
鉱工業

四

営
中
夫
企
業
は
生
産
手
段
生
産
部
門
に
属
す
る
企
業
が
多
く
、
消
費
資
料
生
産
部
門
に
属
す
る
企
業
に

お
い
て
も
大
規
模
な
企
業
が
多
い
。
こ
れ
ら
が
、
国
営
中
夫
企
業
と
国
営
地
域
企
業
と
の
生
産
性
格
差

拡
大
の
要
因
と
し
て
数
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(ヨ

表13に同じ。

手
工
業
者
協
同
組
合
へ
の
小
規
模
生
産
者
の
組
織
化
過
程
、
手
工
業
者
協
同
組
合
に
対
す
る
政
府
の

的
生
産
活
動
を
苛
っ
て
い
る
。

指
導
・
管
理
体
制
の
整
備
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

手
工
業
者
協
同
組
合
は
自
由
意
志

ι基
づ
く
、
小
手
工
業
者
達
の
組
織
で
あ
る
。
手
工
業
者
協
同
組

資料

ム
ロ
の
生
産
活
動
や
サ
ー
ビ
ス
活
動
は
主
と
し
て
、
地
域
的
需
要
の
充
足
を
目
的
と
し
て
い
る
。
尚
、
後

に
見
る
ご
と
く
、
手
工
業
者
協
同
組
合
以
外
に
、
農
業
生
産
協
同
組
合
及
び
消
費
組
合
も
若
干
の
工
業

い
う
ま
で
も
な
く
協
同
組
合
そ
れ
自
体
は
資
本
主
義
に
お
い
て
も
存
在
す
る
。

ブ
ル
ジ
ョ
ア
リ
地
主
支
配
体
制
下
の
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
も
協
同
組
合
が
存
在
し
た
。
ま
ず
こ
れ
ら
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

(
註
)

協
同
組
合
思
想
は
一
九
世
紀
中
葉
以
降
、

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
思
想
の
知
ら
れ
た
範
囲

は
、
長
期
に
渡
っ
て
極
く
狭
く
、
知
識
階
層
の
聞
の
み
に
限
ら
れ
て
い
た
。

〈設〉

し
か
し
、
当
時
い
ま
だ
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
は
、
協
同
組
合
形
成
は
困
難
で
あ
っ
た
。

ル
ー
マ
ニ
ア
の
領
土
は
一
五
世
紀
以
降
一
九
世
紀
前
半
に
至
る
迄
回
世
紀
以
上
に
渡
っ
て
、

一
八
世
紀
後
半
と
一
九
世
紀
初
頭
に
於
け
る
そ
れ



ぞ
れ
六
年
間
に
及
ぶ
ロ
シ
ア
に
よ
る
占
領
期
間
を
除
い
て
、
ト
ル
コ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
@
一
八
二
九
年
ト
ル
コ
は
モ
ル
ド
ヴ
ァ
、
ヮ
ラ
キ
ア
両
地

域
〈
一
八
五
九
年
、
統
一
さ
れ
ル
ー
マ
ニ
ア
候
国
と
な
る
〉
に
於
け
る
自
治
権
を
事
実
上
承
認
し
た
@
し
か
し
、
一
八
二
八
年
に
始
っ
た
露
土
戦
争

を
契
機
と
し
て
ロ
シ
ア
は
ル
ー
マ
ニ
ア
領
土
の
占
領
を
一
八
三
四
年
迄
続
け
た
@
こ
の
長
期
に
渡
る
異
民
族
支
配
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
民
の
富
を
奪

い
そ
の
人
格
を
圧
迫
し
続
け
た
。

一
八
四
八
年
、
政
治
的
自
由
を
要
求
す
る
最
初
の
革
命
的
運
動
が
そ
ル
ド
ヴ
ァ
、
ワ
ラ
キ
ア
の
各
地
で
発
生
し
、
農
奴
解
放
の
問
題
が
提
起
さ
れ

た
@
し
か
し
こ
の
革
命
運
動
は
ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ
両
国
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
@
封
建
制
は
存
続
し
、
農
民
は
農
奴
制
の
純
の
下
に
、
職
人
は
ギ
ル

ド
制
の
制
約
の
下
に
緊
縛
さ
れ
続
け
た
。
農
民
が
自
ら
の
意
志
に
よ
り
全
く
自
由
に
で
は
な
い
に
し
ろ
労
働
力
を
販
売
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

一
八
六
四
年
の
農
業
改
革
(
農
奴
解
放
)
以
後
の
こ
と
で
あ
る
@
協
同
組
合
の
形
成
さ
れ
る
条
件
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
令

g
宮
E岱
但

包

8
芯
吉
岡

M
P
3
8
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E
H
N
0
5官
官
・
匂
・

NO)@

一
八
六
一
年
、
ル
ー
マ
ニ
ア
は
玉
閏
と
し
て
列
強
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
@
し
か
し
、
ロ
シ
ア
が
ル
ー
マ
ニ
ア
の
政
治
的
権
利
、
自
治
、
領
土
保
全

を
条
約
に
よ
り
承
認
し
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
完
全
独
立
を
宣
言
し
え
た
の
は
一
八
七
七
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
@
一
八
七
八
年
の
ベ
ル
リ
ン
会
議
に

於
て
列
国
は
ル
ー
マ
ニ
ア
の
完
全
独
立
を
承
認
し
た
ハ
梅
田
良
忠
編
、
前
掲
@
木
戸
蕎
著
、
前
掲
)
@

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
協
同
組
合
の
形
成
は
完
全
独
立
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
独
立
承
認
闘
争
に
対
す
る
支
援
を
約

す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
と
ル
ー
マ
ニ
ア
と
の
聞
に
締
結
さ
れ
た
一
八
七
五
年
の
通
商
協
定
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

u
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
工
薬
製
品
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
低
関
税
率
で
輸
入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ル
ー
マ
ニ
ア
経
済
状
態
は
悪
化
し
、
と

く
に
ル
ー
マ
ニ
ア
の
手
工
業
者
は
大
き
な
打
撃
を
被
っ
た
。
例
え
ば
一
八
七
一
年
か
ら
七
五
年
に
至
る
五
年
間
の
年
平
均
履
物
輸
入
額
は

一
λ
λ
一
ニ
年
に
は
約
六
・
四
倍
に
急
増
し
、
二
、
三

C
C万
レ
イ
に
違
い
伊
。
こ
の
通
商
協
定
は

一六

O
万
レ
イ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

一
八
八
五
年
に
破
棄
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
対
抗
す
る
措
置
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
は
関
税
戦
争
を
起
し
、

(幻〉

マ
ニ
ア
か
ら
の
輸
入
を
途
絶
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

Jレ

こ
の
経
済
危
機
を
契
機
と
し
て
、
手
工
業
者
組
合
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
。
例
え
ば
一
八
七
九
年
に
は
必
要
資
材
の
共

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
じ
つ
い
て
ハ
}
)

一
三
五



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
ハ
一
〉

一一ニ六

同
購
入
を
目
的
と
し
て
プ
カ
レ
ス
ト
で
靴
製
造
職
人
組
合
が
-
設
立
さ
れ
た
。
た
だ
し
こ
の
組
合
は
一
八
九

O
年
に
解
体
し
た
。
こ
の
組
合

ハ
お
)

は
直
ち
に
再
建
さ
れ
た
が
一
組
合
員
の
出
資
金
が
全
組
合
出
資
金
の
七

O
Mを
占
め
、
協
同
組
合
の
資
本
主
義
的
性
格
を
如
実
に
示
す
も

の
と
な
っ
た
。

こ
の
経
済
状
態
の
悪
化
は
工
業
部
門
の
み
に
官
ま
る
こ
と
な
く
、
農
業
部
門
に
も
波
及
し
た
。

一
九
世
紀
後
半
農
奴
制
蕗
止
以
後
、
商

品
生
産
を
行
な
う
大
土
地
所
有
者
の
も
と
で
の
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
農
業
の
資
本
主
義
的
発
展
は
、
エ
ル
ベ
以
東
諸
国
の
類
型
に
従

う
も
の
で
勾
ト
、
し
か
も
大
土
地
所
有
者
と
農
民
と
の
聞
に
は
中
間
収
奪
者
と
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
も
含
め
て
、
大
土
地
所
有
者
か
ら
借

り
た
土
地
を
農
民
に
高
利
貸
的
条
件
で
又
貸
し
す
る
投
機
家
や
借
地
人
が
存
向
い
、
農
民
は
二
の
豊
容
を
被
っ
て
い
た
伝
説
い
債
務
を

負
い
、
こ
の
債
務
を
労
役
に
よ
っ
て
支
払
う
一
濯
役
制
度
下
で
農
民
は
困
窮
を
極
め
た
。
政
府
は
一
方
で
は
農
民
を
弾
圧
し
つ
つ
、
他
方
で

は
農
村
問
題
の
平
和
的
解
決
が
可
能
で
あ
る
か
の
如
き
幻
想
を
ふ
り
ま
く
た
め
に
努
力
を
重
ね
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
の
下
で
、
当
初
は
教
員
を
中
心
と
す
る
農
村
知
識
層
の
中
か
ら
、
高
利
貸
や
質
屋
等
の
収
奪
か
ら
の
農
民
の
救
済
を

目
的
と
し
て
、
民
衆
銀
行
(
信
用
組
合
)
の
設
立
運
動
が
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
後
も
協
同
組
合
は
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
資
本
主
義
下
の
協
同
組
合
に
共
通
す
る
一
般
的
限
界
を
伴
っ
て
い
た
。

信
用
組
合
は
高
利
貸
的
性
格
を
強
め
た
。
こ
の
種
の
組
合
に
対
す
る
職
人
達
の
信
頼
感
は
薄
れ
た
。

一
九

O
O年
の
経
済
危
機
に
際
し

て
職
人
達
は
、
ギ
ル
ド
制
の
古
い
特
権
の
回
復
を
す
ら
要
求
す
る
に
至
っ
た
。

円
相
剖
)

れ
た
。

一
九

O
一
年
に
は
職
人
達
の
路
上
示
威
行
動
も
お
こ
な
わ

こ
の
よ
う
な
事
態
を
背
最
と
し
て
一
九

O
二
年
に
は
、
職
人
組
織
法

9
0肉
S
H
U
O
E
2
2宮
ロ
町
田
円

8
8
2
2巳
O吋
)

が
制
定
さ
れ

た



匂

OMV戸
】
白
円
。
的
町
一
行
mw
叫
己
)

一
九

O
三
年
に
は
富
農
、
中
農
層
の
間
へ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
勢
力
拡
大
を
目
的
と
し
て
農
村
民
衆
銀
行
法

9
0問
g
Eロロロミ

が
制
割
れ
、
こ
れ
に
よ
る
組
合
が
増
加
し
た
。
し
か
し
農
村
の
矛
盾
激
化
は
著
る
し
く
、

一
九

O
七
年
に
は

O
世
紀
最
大
と
い
わ
れ
る
農
民
一
播
が
発
生
し
た
。

一
万
一

0
0
0人
の
農
民
を
虐
殺

し
た
。
さ
ら
に
地
主
、
富
農
の
作
成
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
に
も
と
ず
き
、
多
数
の
農
民
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

一
四
万
人
の
軍
隊
が
一
撲
鎮
圧
の
為
に
出
動
し
、

一
九

O
九
年
に
は
都
市
協
同
組
合
組
織
法
(
宮
間
忠

M
U
O
E
2
2目
白

色

N
2
8
8
8
0自
己
耳
目
R
2
2
8
2
5
が
制
定
さ
れ
た
。
手

工
業
者
協
同
組
合
の
組
織
化
を
目
的
と
す
る
最
初
の
法
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
法
の
目
的
は
、
小
生
産
者
達
を
労
働
運
動
、
反
体
制
運
動
に
対
抗
す
る
勢
力
と
し
て
、
組
織
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

」
れ
ら
諸
法
を
背
景
と
し
て
、
公
表
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、

一
九
一

O
年
四
月
二
五
日
か
ら
一
九
一
九
年
一
二
月
一
一
二
日
迄
の
一

O

年
間
に
、
五
六
の
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

一
九
一
九
年
に
は
僅
か
二

O
組
合
が
機
能
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

ま
た
一
九
一
九
年
に
は
職
人
の
民
衆
銀
行
(
信
用
組
合
〉
は
五
一
あ
り
、
そ
の
組
合
員
総
数
は
六
、
九
一
八
人
で
あ
っ
た
。

一
九
三
七
年
の
生
産
部
門
別
手
工
業
者
協
同
組
合
の
組
合
数
と
組
合
員
数
は
表
団
の
と
お
り
で
あ
る
。
部
門
別
企
業
数
を
示
す
表
口
と

の
対
比
に
よ
っ
て
も
明
白
に
、
組
合
は
少
数
の
手
工
業
者
を
し
か
組
織
し
て
お
ら
ず
、
手
工
業
者
達
の
直
面
し
て
い
た
諸
問
題
を
解
決
す

る
機
関
と
し
て
組
合
が
機
能
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

一
九
四
四
年
に
人
民
民
主
主
義
革
命
を
目
的
と
し
て
人
民
が
蜂
起
し
た
。
こ
の
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
四
九
年
迄
は
、
古
い
原
則
に
基

づ
く
協
同
組
合
と
、
社
会
主
義
の
確
立
を
目
的
と
す
る
新
し
い
原
則
の
協
同
組
合
と
の
対
抗
期
間
で
あ
っ
た
。

一
九
四
四
年
八
月
一
一
三
日
の
人
民
蜂
起
以
降
、
手
工
業
者
遠
の
多
く
は
生
産
協
同
組
合
設
立
へ
の
意
志
を
示
し
た
。

第
一
回
手
工
業
者
大
会
が
一
九
四
五
年
六
月
一

O
白
か
ら
一
一
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。
代
表
者
達
は
こ
の
大
会
に
お
い
て
、
生
産

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

一
三
七



一
三
八

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

3 

2 

19 

13 

6 

J| 
己日
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組合員数

169 

76 

1， 096 

514 

314 

248 
1， 569 

、B
ノ
一

年
一

合
引
一

組

1

一

者

(

「
i
l
t

域

機

一

時一同一
B

部

門

一

産生

靴

立

設

工

送

刷

他

加

。コ

属

表15

部

製

仕

建

金

運

印

そ

3，986 

者
協
同
組
合
の
設
立
を
可
及
的
速
か
に
許
可
す
る
よ
う
、
政
府
に
対
し
て
要
求
し

た
。
し
か
し
ま
だ
工
業
、
農
業
、
信
用
制
度
等
の
重
要
部
分
に
お
い
て
、
大
企
業
経

営
者
、
地
主
が
支
配
的
地
位
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
経
済
状
態
は
大
戦
直
後
の
不
安

定
か
つ
混
乱
し
た
状
態
に
あ
り
、
休
戦
協
定
に
よ
る
対
ソ
賠
償
も
国
民
に
重
く
伸
し

掛
か
っ
て
い
た
。

政
府
及
び
共
産
党
は
、
当
時
、
生
産
者
協
同
組
合
の
設
立
は
時
期
尚
早
で
あ
り
消

費
協
同
組
合
設
立
の
段
階
で
あ
る
と
し
て
い
た
。

こ
の
大
会
に
政
府
代
表
と
し
て
出
席
し
て
い
た
共
産
党
書
記
長
ゲ
オ
ル
ゲ
・
ゲ
オ

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
生
産
者
協
同
組
合
結
成
の
為
に
は
生
産
手
段
の
確
保
ゃ
、
信
用
制
度
ゃ
、
経
験
等
が
前
提
と
な

ル
ギ
ウ

H
デ
ジ
(
の
日
γ

の
ぎ
吋
岡
町

EEロ
&
〉
は
、
こ
の
よ
う
な
経
済
状
態
を
背
景
と
し

る
。
生
産
者
協
同
組
合
を
小
企
業
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
組
織
と
し
て
希
望
す
る
の
で
は
な
く
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
ア
ル
テ
リ
型
組
織
と
し
て
希

望
す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
ま
た
、
投
機
に
反
対
し
、
企
業
の
経
済
力
強
化
を
目
的
と
す
る
組
織
と
し
て
希
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
な

ら
ば
、
当
面
は
先
ず
購
買
組
合
を
設
立
す
べ
き
で
あ
り
、
条
件
が
整
備
さ
れ
た
段
階
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
生
産
者
協
同
組
合
を
組
織
す

〈
叩
叩
〉

べ
き
で
あ
る
と
。
当
時
共
産
党
は
経
済
全
体
に
関
し
て
は
国
民
経
済
の
再
建
、
投
機
阻
止
、
イ
ン
フ
レ
の
収
束
な
ど
を
焦
眉
の
課
題
と
し

て
お
り
、
ま
た
こ
の
種
の
組
合
に
関
す
る
方
針
と
し
て
は
購
買
組
合
の
設
立
を
主
張
し
て
い
た

Q

手
工
業
者
の
組
合
結
成
へ
の
運
動
は
援

方
針
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

助
す
る
。
し
か
し
当
面
は
購
買
組
合
組
織
化
の
段
階
で
あ
り
生
産
者
協
同
組
合
組
織
化
〈
↓
生
産
規
模
拡
大
)
の
段
階
で
は
な
い
と
い
う



し
か
し
な
が
ら
手
工
業
者
生
底
協
同
組
合
は
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
数
は
一
九
四
四
年
の
六
三
組
合
か
ら
一
九
四
五
年
に
は
入
玉
組
合
、

一
九
四
八
年
に
は
一
九
九
組
合
へ
と
増
加
し
て
い
っ
た
。

一
九
四
八
年
に
存
在
し
て
い
た
一
九
九
組
合
を
部
門
別
に
み
る
と
、
革
靴
製
造

業
U
六
一
組
合
、
建
設
業
日
一
二
五
組
合
、
経
製
薬
日
二
四
組
合
、
金
属
加
工
業
H
二
四
組
合
、
そ
の
他
U

五
五
組
合
で
あ
っ
た
。

こ
の
新
ら
し
く
創
立
さ
れ
た
組
合
と
従
来
か
ら
存
在
す
る
組
合
と
は
そ
の
社
会
主
義
建
設
へ
の
姿
勢
が
異
っ
て
い
た
。

手
工
業
者
協
同
組
合
及
び
消
費
者
協
同
組
合
を
指
導
す
る
組
織
と
し
て
、

一
九
四
四
年
か
ら
一
九
四
九
年
迄
協
同
組
合
全
国
協
会

(HSEEC-zmwtog-
回
目
。
。
。
胃

sto-)
が
存
在
し
て
い
た
。

と
の
組
織
の
活
動
は
協
同
組
合
省
(
宮
宮
山
田
門

2
E
9
4
m
s
t
o
-
)

と
国
民
経
済
省
(
宮
宮
山
田

HG2日
間

g
g
g
H
O
F
Z注
目
。
口
出
む
と
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
協
同
組
合
全
国
協
会
と
消
費
者
協
同

組
合
お
よ
び
生
産
者
協
同
組
合
を
合
む
全
紐
合
の
連
合
組
織
は
、
社
会
主
義
建
設
過
程
に
あ
る
国
の
協
同
組
合
と
し
て
は
不
適
当
な
活
動

を
行
い
、
商
業
的
諸
要
素
の
発
生
、
成
長
の
襲
窟
と
な
り
、
国
家
の
管
理
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
協
同
組
合
の
社
会

主
義
的
方
向
へ
の
発
展
を
阻
害
す
る
行
動
を
と
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
四
九
年
に
至
る
期
間
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
非
社
会
主
義
的
原
則
に
基
づ
く
協
同
組
合
と
社

会
主
義
的
原
則
に
基
づ
く
協
同
組
合
と
の
全
面
的
闘
争
の
時
期
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
一
九
四
九
年
以
降
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
手
工

業
者
協
同
組
合
の
組
織
化
と
活
動
は
、
合
面
的
に
社
会
主
義
建
設
へ
の
路
線
に
お
い
て
推
進
さ
れ
る
と
と
と
な
り
、
ま
た
手
工
業
者
の
大

規
模
生
産
へ
の
組
織
化
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

社
会
主
義
的
原
則
に
基
づ
く
大
規
模
生
産
|
生
産
者
組
合
へ
の
手
工
業
者
組
織
化
の
基
本
的
条
件
と
な
っ
た
の
は
、

一
九
四
八
年
六
月

一
一
日
に
始
ま
る
重
要
産
業
及
び
重
要
企
業
固
有
化
政
策
の
進
展
で
あ
っ
た
。

こ
の
前
提
の
下
に
、

一
九
四
九
年
三
月
三
日
か
ら
五
日
迄
の
聞
に
開
催
さ
れ
た
ル
ー
マ
ニ
ア
労
働
者
党
中
央
委
員
会
総
会
は
、
小
規
模

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
ハ
一
)

九



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
ハ
一
)

一
四

Q

生
産
者
と
そ
の
家
族
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
為
に
は
、
協
同
組
合
結
成
を
通
し
て
社
会
主
義
的
大
規
模
生
産
へ
小
規
模
生
産
者
を
組
織
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
小
規
模
生
産
者
を
社
会
主
義
建
設
へ
参
加
さ
せ
う
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
に

依
拠
し
、
ル
ー
マ
ニ
ア
労
髄
者
党
中
央
委
員
会
総
会
は
、

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
協
同
組
合
発
展
の
基
本
路
線
を
、
社
会
主
義
的
原
則
に

基
づ
く
も
の
と
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

協
同
組
合
へ
の
組
織
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
機
関
も
設
け
ら
れ
た
。

ま
ず
、

一
九
四
九
年
四
月
二
日
、
大
国
民
議
会
幹
部
会

9
2江
島
己
宮
旬
以
〉
a
z忠
ユ
Z
m
w昨
日

0
5日

巾
)

の
指
示
に
基
づ
き
、
政
府
は

協
同
組
合
組
織
委
員
会
令
。
呂
田

Z
P
R哲
三
N
m
g
目

ncc有国
t
o
F
i
n・0
・の・)

を
任
命
し
た
。
こ
の
組
織
委
員
会
に
は
二
つ
の
小

委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
消
費
組
合
の
組
織
化
を
目
的
と
す
る
小
委
員
会
と
手
工
業
者
協
同
組
合
の
組
織
化
を
目
的
と
す
る

小
委
員
会
が
こ
れ
で
あ
る
。

こ
の
協
同
組
合
組
織
委
員
会
の
最
初
の
任
務
は
協
同
組
合
の
定
款
を
作
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
問
委
員
会
は
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
の
協
同

組
合
の
活
動
経
験
を
取
り
入
れ
た
。
ま
た
、
手
工
業
者
の
組
織
化
を
目
的
と
す
る
、
そ
れ
ぞ
れ
一
ニ

t
五
県
を
対
象
と
す
る
手
工
業
者
協
同

組
合
独
自
の
一
五
の
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
五

O
年
三
月
一
九
日
か
ら
こ

O
日
に
開
催
さ
れ
た
協
同
組
合
大
会
に
は
、
さ
き
の
労
働
者
党
中
央
委
員
会
総
会
の
決
議
が
反
映
さ

せ
ら
れ
た
。
協
同
組
合
大
会
で
は
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
協
同
組
合
の
、
社
会
主
義
的
原
則
に
依
拠
し
て
の
再
組
織
化
と
、
手
工
業
者
協

同
組
合
と
消
費
組
合
と
の
分
離
が
決
議
さ
れ
る
に
至
苛
ヤ

こ
の
よ
う
な
事
態
の
下
に
、
協
同
組
合
組
織
委
員
会
は
現
実
い
い
妥
当
し
な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
一
九
五

O
年
三
月
二
九
日
に
閣
議

ハロ。口明日戸山口

-
P
富
山
口
答
円
。

は
手
工
者
協
同
組
合
組
織
委
員
会

ハロ
0
5
5
E
門目。。品
ω
E
N白
吋

Omw

旬
。
。
。
胃

gtoFzas世
間
位
円
。
在



数
一

員

「

|

合
一

組
一

1

一

角

3

・一
R
4

合
一
四

組
一

同
一

協
一

者
一

業一エ一手一
1955 

637 

1954 1952 1951 

組合数

130，985 組合員数

!
の
・
0
・
。
・
冨
)
を
任
命
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
手
工
業
者
協
同
組
合
は
消
費
組
合
と
は
独
立
し
た
固
有
の

中
央
機
関
を
持
つ
に
町
山
た
の
で
あ
る
。
ま
た
協
同
組
合
組
織
委
員
の
下
に
あ
っ
た
手
工
業
者
協
同
組
合
独

自
の
一
五
の
小
委
員
会
は
一
九
五

O
年
二
一
月
一
五
目
に
手
工
業
者
協
同
組
合
連
合

(
C邑
ロ
巳
弘
司

g
l

。
ゅ
冊
目
門
戸

2
-
2
B
8
8
2包
括
咽
巴
)
と
さ
れ
た
。

一
九
五

O
年
現
在
、
五
六
八
組
合
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
組
合
員
数
は
六
三
、

0
0
0人
に
達
し
た
(
表

Cooperatia me~te6ugiíreascií in R印nani・a.p. 48. 

日)。ま
た
二
九
五

O
年
か
ら
手
工
業
者
協
同
組
合
の
活
動
は
閣
の
経
済
計
画
に
組
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

協
同
組
合
組
織
委
員
会
に
代
っ
て
手
工
業
者
協
悶
組
合
組
織
委
員
会
が
手
工
業
者
組
合
の
組
織
化
を
促
進

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
委
員
会
は
最
初
協
同
組
合
を
生
産
部
門
別
に
組
織
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
か
く
し

一
九
五

O
年
一

O
月
に
は
、
三
三
の
生
産
部
門
別
手
工
業
者
協
同
組
合
の
連
合
が
組
織
さ
れ
た
。

て、

ま

た

一
九
五
一
年
に
は
手
工
業
者
協
同
組
合
の
た
め
の
、
文
化
的
、
体
育
的
活
動
を
行
う
固
有
の
機
関
も
設

立
さ
れ
た
。

第
一
回
の
手
工
業
者
協
同
組
合
大
会
が
一
九
五
一
年
一

O
月
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
で
全
国
手
工
業

者
協
同
組
合
中
央
連
合

(
d
Eロロ
S
n
g
H
3
5
m
n
g胃
E
に
く
己
号
冨

a
g宮町内
R
a
t
-
d口
開
。
。
冨
)

が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
中
央
連
合
の
下
に
県
を
越
え
て
組
織
さ
れ
た
生
産
部
門
別
手
工
業
者
協
同
組
合
連
合

資料

が
所
属
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
部
門
別
に
組
織
さ
れ
た
手
工
業
者
協
同
組
合
は
種
々
の
点
で
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
。
数
県

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
〈
一
〉

四



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

四

に
ま
た
が
っ
て
組
織
さ
れ
た
為
に
活
動
範
囲
が
広
く
、
国
家
の
地
方
機
関
が
適
切
に
組
合
を
助
成
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
難
か
っ
た
。
こ

の
為
に
手
工
業
者
協
同
組
合
を
生
産
部
門
別
に
組
織
し
て
い
く
方
針
は
中
途
で
変
更
さ
れ
た
。
か
く
し
て
一
九
五
三
年
に
は
、
行
政
地
域

別
に
手
工
業
者
協
同
組
合
が
再
編
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
品
。

こ
の
行
政
地
域
別
の
手
工
業
者
協
同
組
合
の
組
織
化
に
よ
っ
て
、
人
民
評
議
会
と
手
工
業
者
協
同
組
合
を
指
導
す
る
地
域
機
関
と
の
関

係
が
、
従
来
よ
り
よ
り
緊
密
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
組
織
化
に
伴
い
、
協
同
組
合
発
展
に
お
い
て
の
、
ま
た
協
同
組
合
の
生
産
活
動
の
調

整
、
管
理
に
お
い
て
の
、
国
家
権
力
地
方
機
関
の
果
す
べ
き
役
割
が
増
大
し
た
。

一
九
五
五
年
に
は
、

一
地
域
の
全
空
産
部
門
を
包
括
す
る
全
生
産
部
門
合
同
の
手
工
業
者
協
同
組
合
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
な
っ
た
。
こ

の
下
に
お
い
て
手
工
業
者
協
同
組
合
の
組
合
員
数
は
年
々
増
加
し
た
。
だ
が
当
時
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
数
の
非
組
合
員
経
営
が
存
在
し
た
。

現
在
、
協
同
組
合
諸
単
位
は
、

C
の開
(
U
O

冨

-
n
E
A叶
H
N
(
)
の
O

O

H

ι

(

全
国
消
費
協
同
組
合
中
央
連
合
)
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
て
い
る
。

協
同
組
合
の
組
織
や
活
動
に
関
す
る
基
本
的
原
則
や
規
約
は
、
模
範
定
款
に
依
拠
し
て
作
成
さ
れ
組
合
大
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
定
款

に
基
づ
い
て
お
り
、
協
同
組
合
の
生
産
計
画
、
金
融
、
財
務
計
画
、
お
よ
び
利
益
配
分
方
法
は
協
同
組
合
構
成
員
の
全
員
集
会
に
お
い
て

決
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
社
会
主
義
企
業
と
し
て
組
織
さ
れ
活
動
し
て
い
る
協
同
組
合
は
、

一
定
の
条
件
の
形
成
と
共
に
民
営
企
業
へ
移
管

さ
れ
る
。

一
九
五
九
年
に
は
社
会
主
義
部
門
の
為
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
行
っ
て
い
る
手
工
業
者
協
同
組
合
の
事
業
所
が
人
民
議
会
の
下
に
移
管
さ

れ
地
域
企
業
と
し
て
編
成
さ
れ
た
。

ま
た
組
合
生
産
は
縫
製
部
門
、
履
物
部
門
、
金
属
加
工
部
門
、
木
製
家
具
加
工
部
門
等
の
工
業
部
門
に
お
い
て
は
、
手
工
業
者
協
同
組



合
の
他
の
部
門
の
水
準
を
透
か
に
越
え
た
発
展
を
示
し
た
。

こ
れ
ら
の
大
規
模
化
し
た
協
同
組
合
に
対
し
て
は
、
国
家
中
央
基
金
よ
り
の
原
材
料
供
給
量
が
増
大
し
た
。
ま
た
こ
れ
ら
協
同
組
合
の

生
産
物
の
多
く
の
部
分
が
国
営
の
流
通
機
構
に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
こ
れ
ら
協
同
組
合
の
組
合
大
会
に
お
い

て
は
し
ば
し
ば
、
協
同
組
合
事
業
所
の
将
来
に
お
け
る
発
展
や
労
働
諸
条
件
及
び
生
活
諸
条
件
の
改
善
に
と
っ
て
、
協
同
組
合
の
国
営
企

業
化
が
不
可
欠
だ
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
、
中
央
省
庁
へ
の
移
管
が
要
求
さ
れ
た
。

一
九
五
九
年
、
手
工
業
者
協
同
組
合
の
地
域
連
合
お
よ
び
中
央
連
合
は
こ
の
よ
う
な
手
工
業
者
協
同
組
合
の
国
家
へ
の
移
管
要
求
を
分

析
し
、
そ
れ
が
組
合
員
の
統
一
的
要
求
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
閣
議
に
そ
の
承
認
を
求
め
た
。
閣
議
は
そ
の
要
求
の
実
現
が
労
働
諸
条

件
R
A
び
生
活
諸
条
件
の
改
善
に
役
立
つ
こ
と
を
認
め
、

い
く
つ
か
の
手
工
業
者
協
同
組
合
に
お
い
て
は
全
面
的
に
、
ま
た
他
の
組
合
に
お

い
て
は
部
分
的
に
、
協
同
組
合
の
国
家
へ
の
移
管
を
承
認
し
、
国
営
企
業
と
し
て
の
組
織
化
を
決
議
し
た
の
で
あ
っ
知
)
ま
た
決
議
に
基

づ
き
一
九
五
九
年
に
、

手
工
業
者
協
同
組
合
の
中
央
連
合
及
び
地
域
連
合
は
、

木
製
(
針
葉
樹
製
な
い
し
は
広
葉
樹
製
)
の
樽
製
造
部

門
、
暖
房
用
ス
ト
ー
ブ
と
そ
の
附
属
品
お
よ
び
厨
房
用
器
械
と
そ
の
付
属
品
製
造
部
門
、
砂
糖
製
品
(
ボ
ン
ボ
ン
等
)
製
造
部
門
、
建
設

業
務
部
門
等
を
国
家
に
移
管
せ
し
め
、
こ
れ
ら
部
門
の
企
業
は
国
営
地
域
企
業
と
し
て
編
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
農
村
に
お
け
る
協
同
組
合
組
織
化
の
完
了
に
伴
う
農
村
生
活
の
変
化
の
結
果
と
し
て
、
他
の
公
的
諸
機
関
及
び
関
係
経
済
省
庁
の

下
に
消
費
組
合
業
務
の
一
部
が
移
管
せ
し
め
ら
れ
、
国
営
企
業
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。
例
え
ば
牛
乳
、
パ
タ
l
、
チ
!
ズ
等
動
物
製
品
の

契
約
、
購
入
、
加
工
は
食
品
工
業
省
(
宗

E
E
O
E
H
H邑
g
R
S
K
F
E
S
S忌〉

へ
移
管
せ
し
め
ら
れ
、
穀
物
、
野
菜
、
野
生
果
実
を

も
含
め
て
新
鮮
果
実
や
半
製
品
果
実
の
契
約
、
購
入
、
加
工
、
供
給
は
食
品
工
業
省
ま
た
は
林
野
庁
(
り
与
問

S
S
S
E
-
2
-
i
2
H
E忌
)

へ
移
管
せ
し
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
国
首
中
央
企
業
と
し
て
編
成
さ
れ
た
。

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
)

一
四
三



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
一
〉

一
四
四

ま
た
、
協
同
組
合
相
互
間
で
の
事
業
部
門
の
移
行
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
例
え
ば
農
村
地
帯
に
お
い
て
は
特
に
、
手
工
業
者
協
同
組
合
の

活
動
と
消
費
協
同
組
合
の
活
動
の
地
域
的
、
業
務
的
重
複
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
関
す
る
調
査
研
究
が
一
九
六
三
年
に
実
施
さ
れ
た
。
こ

の
調
査
研
究
結
果
に
基
づ
き
、

一
連
の
事
業
と
そ
の
活
動
が
、
例
え
ば
洋
服
仕
立
、
靴
製
造
、
皮
革
仕
立
等
の
諸
部
門
の
事
業
体
と
そ
の

活
動
が
、
農
村
地
帯
に
お
い
て
は
消
費
協
同
組
合
に
移
管
せ
し
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
手
工
業
者
協
同
組
合
の
活
動
内
容
と
消
費
協

ハ
刷
出
)

同
組
合
の
活
動
内
容
と
の
、
地
域
的
・
業
務
的
重
複
の
回
避
が
計
ら
れ
た
。

な
お
、
手
工
業
者
協
同
組
合
以
外
に
、
手
工
業
的
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
個
人
的
手
工
業
経
営
者
と
家
内
労
働
者
と

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

個
人
的
手
工
業
経
営
者
は
自
分
の
作
業
場
と
生
産
手
段
と
を
所
有
し
て
お
り
、
消
費
者
と
間
の
で
交
わ
さ
れ
た
直
接
契
約
に
基
づ
い
て

生
産
す
る
か
、
白
ら
作
っ
た
生
産
物
を
市
場
で
直
接
売
却
す
る
か
し
て
い
る
。

こ
の
個
人
的
手
工
業
経
営
者
に
対
す
る
指
導
お
よ
び
助
成
は
、
手
工
業
者
協
同
組
合
県
連
合
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
と

C
口
問
の
O
宮

と

に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
個
人
的
手
工
業
経
営
者
の
活
動
は
、
そ
の
作
業
場
の
あ
る
市
(
プ
カ
レ
ス
ト
市
の
ば
あ
い
は
区
)
町
、

〈
田
山
)

お
よ
び
コ
ミ
ュ

l
ン
の
人
民
評
議
会
執
行
委
員
会
の
作
業
許
可
規
定
の
許
容
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

家
内
労
働
者
は
家
庭
に
お
い
て
、
特
殊
な
機
械
や
器
具
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
生
産
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

省
(
冨
E
2
8
2】

E
a
c印丹江

ad吻。
RO)

一
九
六
三
年
に
は
こ
れ
ら
一
連
の
私
的
企
業
の
中
に
も
人
民
評
議
会
に
移
管
さ
れ
国
営
地
域
企
業
と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
や
軽
工
業

に
移
管
さ
れ
国
営
中
央
企
業
と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

(
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)
Z
R
o
-
8
2
R
P
民ロ叩
N
4
0
-
S
吋叩曲目出血ロ回同吋円四日

F
o
g
-
o
曲
目
目
。
0
0
唱
。
吋
目
立
冊
目
冨
g
g吉岡田
H
g弓
何
回
g
き
さ
芯

同也恥
h
l
N
b
h
b
(
切ロロロ円。
4
H
r
H

由明也〉・日
u

・
ω
8・
以
下

U
2
q
q
N円高、司自」「主宰旬町三
S.
ド
白

S
N同
と
略
記
す
る
。

~4S再
刊
誌
な
九
町
ミ
ミ
高
誼
紋



当
[
'
*1

庭
竺

Zヰ
iι

!
1
挺
←
組
(
寸
.
)

~.L6
'ò
t
.
詰
(
~
)

G
わ〈鍾..Ij唱に!1'

-1キわ〈鐙!1-1く*tJ
v
:単

認
J

ド
ニ
!
(
l

O

(C'I) 
M
.
 
A. 

L
u
p
u，

 N. 
M
a
r
c
u
 et 

a1.， 
lstria 

Economiei Ntionale 
a
 Romaniei 

(Bucure
寺ti，

n. 
d.)，

 p. 
50

1， 
2ヰト

，
lstria 

Economiei 
..Ij~!;IJ:\眠時。

(的
)

lbid. 

(叩
)

Cooperatia 
me~te~ugãreascã in 

R
o
m
a
n
i
a
 (Bucure

帯ti，
1966) 

p. 
25，

 ぎ
!ι
，
Cooperafia 

..Ij~安婦守眠時。

〈凶
)

lbid.，
 p. 

30. 

〈
由
)

D
ezvoItarea Industriei 

Locale.
，
 p. 

33
1. 

(t-) 
lbid. 

(∞
)
 lbid. 

〈∞
)

lbi・d.，
p. 

332. 

(日
)

lbid. 

〈口
)

Jbid. 

(
~
)
 
lbid.，

 p，
 333. 

(宮
)

Ibid. 

(苫
)

lbid. 

(出
)

lbid. 

(
出
)

Gheorghe Marinescu，
 lndustria 

Locala de stat 
~i Cooperatista 

(Bucure
号ti，

1975). 
p. 

61. 
2ヰlι

，
lndustria 

Locala 

ベ}皆1i!;11眠時。

(~コ〉
議
終
固
法
『
弐
-
I
"
11 
~
、
←
一
吉
H
!
心
制
使
一
一

Æ'
l
-
K
平

111社'昔~1IØト照理!!#'
1
 1
 1
 -(

 
_~>-O 

〈宮
)

E
司dustria

L
ocala.，

 p. 
62. 

(
~
)
 
Ibid. 

〈
詩
)

Dezvoltarea Industriei 
L
oca1e.，

 p. 
333. 

(
~
)
 
lndustria Locala.，

 p. 
59. 

を
も

4当事眠
Q
τ
ミ
ー
ト

11
1'、#4li

判
線
状
長
国
f
'
G
~
製
燃
宕
組
制
・
~
i
志
!
1
\
'
ニ
ド

(
1
)

11
ヨ
同



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
問
に
つ
い
て
ハ
一
)

一
四
六

ハm
M
)

匂叩
N
4
0
P
白H10
如何回
ac∞耳目
a

F

O
口
田
-
0

・・

M)
・
ωωω

・

〈
お
〉

L

「一守柏戸匂・

ωω

日・

(
剖
〉

LYR同世崎町、定』い色町
b
N
h
・
・
司
・
問
由
・

(
附

e
h
g
a
-
-
切・

8・

(
M
m

〉。
sb向喝、白
He--HV・
g
・

(
U
v
b
H注
品
切
r
6
3
S
S
払崎町
4
-
v
-
N
由叶・

(
m
m
)

。8を
ミ
』
吾
-w

匂
・
ロ
・

(
m
g
I
-
T
・
ベ
レ
ン
ド
、

G
・
ラ
l
ン
キ
共
著
、
南
塚
信
吾
監
訳
、
『
東
欧
経
済
史
』
、
一
九
七
八
年
、
中
央
大
学
出
版
部
、
一
一
一
九
ペ
ー
ジ
@

(
却
〉
問
、
四
九
ペ
ー
ジ
、

(
幻
〉
問
、
四
六
ペ
ー
ジ
、

(
泊
)
む
也
、
時
喜
岡
弘
白
4

噌

-
H
N

(
泊
)
同
単
位
-
-
U
H
Y
H
∞t
g

・

(
引
品
)
む
も
ミ
白
川
町
白
・
・

MM
・
S-
尚
、
五

O
人
以
下
使
用
エ
場
に
対
し
て
は
労
働
者
と
使
用
者
を
共
に
強
制
加
入
き
せ
る
同
業
組
合
方
式
が
と
ら
れ
、

階
級
闘
争
を
行
う
労
働
総
合
の
結
成
は
禁
止
さ
れ
た
。
(
ア
ン
ド
レ
、
ォ
ツ
ェ
テ
ァ
線
、
鈴
木
四
郎
・
鈴
木
学
共
訳
『
ル
ー
マ
ニ
ア
史
』
、
一
九
七

七
年
、
恒
文
社
、
一
一
一
一
四
、
二

O
五
ペ
ー
ジ
〉
。

ハ
お
〉
梅
田
良
忠
編
『
東
欧
史
』
一
九
五
八
年
、
山
川
出
版
社
、
二

O
八
ペ
ー
ジ
。
木
戸
籍
著
『
バ
ル
カ
ン
現
代
史
』
一
九
七
七
年
、
山
川
出
版
社
、

一
一
二
六
ペ
ー
ジ
@
荻
原
直
「
ル
ー
マ
ニ
ア
の
農
民
一
捺
」
ハ
ザ
ハ
リ
ア
・
ス
タ
ン
ク
著
、
直
野
敦
訳
『
は
だ
し
の
グ
リ
エ
』
恒
文
社
)
ニ
四
ペ
ー
ジ
@

(
鉛
)
。
b
b
柏
崎
、
同
町
役
・
切
り
-

H

也・

(
釘
)

L

『

F
H・a・-
H
M
M
Y
N
o
t
N
H
・

ハ
銘
〉

L
S
ミ
-
w

匂・

ω叶・

ハ
鈎
)

L

E

F

定

-
w
p
g・

(
州
制

)
U
O
N
4
0
日付回
H-mwMHHHH白
口
弘
氏
冊
目

H
h
o
n
担日目・・

MM
・
ωAFH
・

(

必

)

門

u
o
o
b

向、AR--
忍・

ω由
i
ち・



(ミわ
Cootera{ia.，

 p. 
41. 

(s;;1) 
D
ezvoltarea Industriei 

Locale.，
 p. 

34
1. 

〈ヨ
)

Cooteratia.，
 p. 

43. 

(
~
)
 
Ibid.，

 p. 
44. 

(
~
)
 
lbid.，

 p. 
47. 

Dezvoltarea Industriei Locale.，
 p. 

34
1. 

(与
)

lndustria Locala.，
 p. 

65. 

(
~
)
 
lbid.，

 p. 
59. 

(
~
)
 
Cooteratia.，

 p. 
50. 

G?D 
Ibi

d. 

(巴
)

lbid.，
 p. 

51. 

(岱
)

lndustria Locala.，
 p. 

60. 

〈
巴
)

Ibid.，
 pp. 

6
0
~
6

1. 

〈
苫
)

lbid.，
 p. 

60. 

〈
出
)

lbid.，
 p. 

66. 

(
芭
)

lbid.，
 p. 

65. 

(包
)

lbid. 

(
 1・
点
く

1
'
 *~
g
)
 

(~t(，J) 
-lキi雲

母
士
官
斗
~
今

!.Js=、今一t>'
!I 
~、同g

U
ll:lK_

Y
会
-
I
>
'
!
I
ト
-
<
~
R
々
判
。
幅
制
手
当
羅
誕

i協会}陣ニ;!_2
0

t(，J.-J額制点Jm議
J

~f J
 ，..。

九
J

1l--E><-!:l事長
G
.ミ-1>'

11 
~
:
#
4同
州
榔
氷
長
国
~
G
~
製燃君;J;l.嗣・

5区覇軍!1
0:;"

ド
(
1
)

1
因
子




